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本書は，訟務資料として昭和55年に初版が発行され，昭和56年の「常用

漢字表」の告示などを受けて，昭和58年に第二版が発行され， また,昭和

61年の「現代仮名遣い」の告示，昭和63年の法令及び公用文において従来

大書きすることが慣行とされていた勧音・促音に用いる「や・ゆ．よ・

つ」の表記の小書きなどから，平成元年に第三版が発行され，平成3年の

「外来語の表記」の告示，平成5年の法務省の公文書の用紙の規格及び左

横書きの訓令の制定等により，平成8年3月に第四版が発行され， さらに，

準備書面等の内容を明確かつ正確に書き表すのに資すべく，使用頻度の高

い専門用語について，従来の用字用語例の一部を改訂し，平成10年10月に

第五版が発行された。

そして，平成15年及び同19年に使用を統一すべきとの要望があった用

語について，新たに登載した第六版及び第七版がそれぞれ発行された。

平成23年には，平成22年内閣告示第2号等により，公用文において新

たに使用することができることとなった字種及び音訓等について追加・変

更し， さらに使用頻度の高い専門用語について追加するなどし，第八版が

発行された。

この度，第八版発行以来7年が経過し，更に使用を統一すべきとの要望

があった用語について，追加変更又は削除し，第九版を発行することと

した。

本書には，資料として， 「常用漢字表」等の告示並びに公用文及び法令

用語関係の諸通知を掲載した。日常の訟務関係文書及び準備書面等の作成

の際に， この第九版が活用され，文書作成事務の円滑に役立てられれば幸

いである。
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凡 例

1 本表は，次の内閣告示等を参考として五十音順に作成した。

(1)常用漢字表（平成22年ll月30日付け内閣告示第2号）

（2）送り仮名の付け方（昭和48年6月18日付け内閣訓令第2号）

(3)現代仮名遣い』(昭和61年7月1日付け内閣訓令第1号）

（4）公用文における漢字使用等について（平成22年11月30日付け

内閣訓令第1号）

(5)公用文作成の要領(昭和27年4月4日付け内閣官房長官依命通知）

．(6)法令における漢字使用等について（平成22年11月30日付け内

閣法制次長通知）

2本表に使用した略号は，次のとおりである。

。……｢法令における漢字使用等について｣に例示されている語である。

□……常用漢字表の付表に掲げられている語である。

×……常用漢字表に含まれていない漢字，音訓等による書き方

※……例示のように用いる場合の書き方

く動〉……動詞の意識が残っているような場合の書き方

く表記〉……表に記入したり，記号的に用いたりする場合の書き方

3本表の品詞欄には，登載用字の一般的な使用を考慮した品詞名を掲

げた。したがって，備考欄の用例の中には，掲記した品詞とそぐわな

いものもある。なお，備考欄中〔 〕で表示した語句は，用字・送り

仮名欄の用字を言い換えて使用するのが相当と認められるものである

（法令用語等)。また， （ ）は参考としての説明等である。

4専門用語を書き表す場合には，特別な漢字使用をするものとしてい

るが， この場合において，読みにくいと思われるような場合は，必要

に応じて，振り仮名を用いる等，適切な配慮をするものとする（｢公

用文における漢字使用等について」 （平成22年11月30日付け内閣訓

令第1号）の別紙3(2)(3)参照｡)。
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(あい）
なお，専門用語は，必要な場合のみ使用し，必要でない場合には，他

の表現とすべきである。

本表に登載されていない用語については，専門用語又は特殊用語を書

き表す場合などは，必要に応じて，特別な漢字使用をして差し支えない

ものとし，その場合において，専門用語等で読みにくいと思われるよう

な場合は,必要に応じて､振り仮名を用いる等,適切な配慮をするもの

とする（｢公用文における漢字使用等について」 （平成22年ll月30付

用字・送り仮名

相いれない

相変わらず

愛 玩

挨 拶

合 図

間 、

間 柄

相次いで

相づち

相 手

あいにく

合 間

暖 味

あいまって

あい路

合 う

会 う

遭 う

あえて

仰 くﾞ

あお ‘ぐ

明らむ

赤らむ

明かり

上がる

揚がる

挙がる

見出し

あいいれない

あいかわらず

あいがん

あいさつ

あいず

あいだ

あいだがら

あいついで

あいづち

あいて

あいにく

あいま

あいまい

あいまって

あいろ

あ う

5

け内閣訓令第1号）の別紙3(2)(3)参照｡)。
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お
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あかり

あがる
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(あし）(あか）

考備 見出し

あ し

用字・送り仮名 備 考

机の脚

足音,手足， ．足しげく通う

用字・送り仮名見出し

あかるい

あかるみ

あきかん

あきない

あきらかだ

あきらめる

あくまで

あ く る

あげく

あげて

あけぼの

あける

守

形
名
名
名
溌
動
副
連
名
副
名
動
動
動
動

名
名
名
名
動
名
名
動
動
名
名
動
動
名
名
名
副
形
形
名
名
形
名
名

脚

足

足掛かり

足並み

味わう

明 日

預り金

あずかる

預かる

小 豆

預入金

焦 る

あせる

あ 然

価

値

あたかも

暖かい

温かい

頭打ち

頭 金

新しい

辺 り

当たり

…（に）当たり

当たり前

明るい

明るみ

空き缶

商 い

明らかだ

諦める

飽・〈まで

明く る

挙げ句

挙げて

あけぼの

開ける

明ける

空ける

上げる

…（て）あげる

揚げる

挙げる

明渡し

明るみに出る

あしがかり

あしなみ

あじわう

あ す

あずかりきん

あずかる

□

。

×与る。相談にあずかる

金を預かる ．

□

◎

勝ちを焦る

×槌せる。色があせる

×唖然・あ然とするばかりで
ある

価が高くて買えない，商品に
価を付ける

一見に値する,称賛に値する

×恰も。あたかも…のような

暖かい空気，暖かい心

温かいもてなし,温かい料理

飽くまで闘う ．

明くる朝

…した挙げ句

挙げて当局の努力に待つ

×曙。あけぼのの光

窓を開ける，店を開ける

夜が明ける，年が明ける．

時間を空ける，家を空ける

腕前を上げる,品物を上げる

※図書を貸してあげる

たこを揚げる，船荷を揚げる

例を挙げる，全力を挙げる

。明渡し期日

あずき

あずけいれきん

あせる

あぜん
0

あたい

あげる

動
動
名

あたかも

あたたかいあけわたし

あけわたしせいき
ゅう 。

あけわたす

あ ご

あこがれる

あざける

あざむ．<

あざやかだ

明渡請求 名 あたまうち

あたまきん

あたらしい

あたり

明け渡す

顎

憶れる

潮 る

欺：． ＜

鮮やかだ

動
名
動
動
動
函

辺り一面辺り近所

当たりくじ，当たり役，一
日当たり

×…にあたり。開会に当たり

×撮れる

潮るような口調，人の潮り
を受ける 8

名あたりまえ

6
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(あと）(あた）

用字・送り仮名 備 考

会長の後継ぎ,商売の跡継ぎ

見出し

あとつぎ

あとばらい

あとまわし

あともどり

あながち

あなた

あなどる

あば、＜

あびせる

あぶない

あふれる

あぶれる

あます

あまた

あまつさえ

あまねく

あま り

用字・送り仮名見出し

あたる
後継ぎ・跡継ぎ

後 払

後回し

後戻り

あながち

あなた

侮 る

暴 <

浴びせる

危ない

あふれる

あぶれる

余 す

あまた

あまつさえ

あまねく

余 り

余 り

余．りに

甘んずる

編上靴

雨上がり

危うい ・

怪しい

妖しい

怪しむ

操 る

名
名
名
名
副
代
動
動
動
形
動
動
動
副
副
副
副
名
副
動
名
名
形

あたる

当たる

あち・ ら

暑 い

熱 い

厚 い

あつい

扱 い

扱 う

署 さ

熱 さ

厚 さ

あっせん

集ま り

集まる

集める

あつらえる

宛

当 て

当てはまる

当てる

充てる

後

跡

痕

あちら

あつい
×強ち

×貴方

あつかい

あつかう

あつさ ×溢れる。川の水があふれる

×溢れる。仕事にあぶれる

余す所なく

×数多。あまたの先例

×剰え

×普く ・遍く

余り良くない

余りがでる， 1㈹円の余り

損失が余りに大きい 、

薄給に甘んずる

。

ウ
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あつまる

あつめる

あつらえる

あ て
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９
Ｌ
Ｈ
り
り
６

、→

あまりに

あまんずる

あみあげぐつ

あめあがり

あやうい

あやしい

あてはまる

あてる

怪しい行動，空模様が怪
しい

妖しい魅力，妖しく輝く瞳

形
あ と

形
動
動

あやしむ

あやつる

98



(あり）(あや）

見・出 用字・送り仮名し考備 備 考

ありありと目に浮かぶ

見出し

あやぶむ

あやま.ち

あやまり

用字・送り仮名

ありあり

ありあわせ

ありうる

ありか

ありかた

ありがたい

ありがたみ

ありがとう

ありがね

ありさま

ありしひ

あ る

ありあり

有り合わせ

あり得る

在りか

在．り方

有り難い

有り難み

ありがとう

有り金

有 様

在りし日・

あ る

在 る

有 る ・

あ る

…（て）ある

あるいは

歩 <

荒れる

合わせ鏡

あわせて

併せて

合わせる

併せる

慌ただしい

泡立つ

慌てる

動
名
名
名
動
動
名
名
形
形
名
名
副
名
霊
名
動
函
副
動
名
率
勤
動
動
動
動

・
体
；
・

副
名
動
名
名
形
名
感
名
名
・
名
連
動
、
動

危ぶむ

週 ち

誤 り

謝 り

誤 る

謝 る

歩 み

歩み,寄り

荒 い

粗 ぃ

洗いざらい

洗いざらし

あらかじめ

嵐

あらず

争 い

争 う

新ただ

改めて

改める

あらまし

あらゆる

表 す

現 す

著 す

表れる

現れる

二重の誤り

平謝り

×謬る。適用条文を誤る

不行届きを謝る

×在り処。宝物の在りか

行政の在り方あやまる

あゆみ

あゆみより

あらい

×有り難う。ありがとうござ
います

気が荒い，金遣いが荒い

きめが粗い,仕事が粗い

×洗い波い°洗いざらい打ち
明ける

×洗い晒し

×予め

砂嵐

×非ず。さにあらず

世の有様

在りし日の面影

×或。ある日

日本はアジアの東に在る

財産が有る，子が有る

※その点に問題がある

書いてある

×或は

あらいざらい

あらいざらし

あらかじめ

あら し

あらず

あらそい

あらそう

あらただ

あらためて

あらためる

あらまし

あらゆる

あらわす

あるいは

ある く

あれる

あわせかがみ

,あわせて

副
動
動
名
接
副
動
動
形
動
動

１
１ 新たに設ける，新たな仕事

改めてお知らせします
I

法律のあらまし

×凡ゆる

言葉に表す,喜びを顔に表す

姿を現す

書物を著す

顔に表れる

太陽が現れる

併せてお願いする

力を合わせる,時計を合わせる

二つの会社を併せる

あわせる一

あわただしい

あわだつ

あわてる

あらわれる

’
10
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(あわ，い）
(いい）

見出 し 用字・送り仮名 備 考 見出し

いいわたし

いいわたしきじつ

いいわたす

用字・送り仮名 備 考
あわれ

あわれだ

哀
哀
哀
案
暗
案
銚
按

れ
だ
む
る
に
分
分

名
鋤
動
動
副
名
名

言渡し

言渡期日

言い渡す

名
名
動
動

◎

れ
れ
ず

■
■
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｊ
■
Ｉ
Ｂ
ｐ
６
Ｊ
８
ｌ
ｌ
■
Ｈ
８
Ｕ
０
ｌ
０
７
４
ｌ
４
争
ｊ
■
９
１
↓

あわれむ

あんずる

あんに

あんぷん

身の上を案ずる

暗に認める
濃奇爾う｡彼の言うこと・
(誤りとはいえない,第○条
にいう…）

日本という国家，そういうこ
と，…という場合

一

つ 言
や

つい

………いう
(専門用語として使用する）

いうことができる

いうふうに

いうまでもなく

いえども

いえる

いおう

いうことができる

いうふうに

いうまでもなく

いえども

癒える

硫 、黄．

いかが

威 嚇

生かす

いかす ‐

いかなる

いかに

怒り狂う

いかん

勢 い、

勢 い

生きがい

行き帰り

行き掛かり

行き来

×言う風に

い

問

居合わせる

言い合い

言い争う

言い返す

言い換える

いい加減

言い方

言い難い

言い切る

言い出す

言い付ける

言い伝え

言い直し

言い残す

言い分

言い漏らす

言い訳

い

いあわせる

いいあい

いいあらそう

いいかえす

いいかえる

いいかげん

いいかた

いいがたい

いいきる

いいだす

いいつける

いいつたえ

いいなおし

いいのこす

いいぷん

いいもらす

いいわけ

名
動
名
動
動
動
名
名
形
動
・
動
動
名
名
動
名
動
名

(専門用調(いぐさ科の植物）
×錐も。 〔…でも,…であっ
ても〕

傷が癒える

□

×如何。いかがいたしましょ
うか

動
名
副
名
動
動
誹
副
動
名
名
副
名
名
名
名

いかが

いかく

いかすいI'功ﾛ”温度いw加成な男
生かすも殺すも

×活かす。特性をいかす

×如何なる。いかなる場合にも

×如何に。いかにしようとも

いかなる

いかに

いかりくるう

いかん

いきおい

×如何b理由のいかんによって

勢いが悪い

勢い責任が重くなる

いきがい

いきかえり

いきがかり

いきき

×往き帰り

×往来
12
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(いき）
(いし）

見出し

いきさつ

いきづまる

いきどおる

いきぬき

いきのこり

いぎもうしたて

いきもの

いきる

いきわかれ

い く

備 考

×経緯（けいい）

用字・送り仮名 見出し 用字・送り仮名 備 考

意思表示,意思の疎通を欠く

遺志を継ぐ

名
動
動
名
名
名
名
動
名
動

いきさつ

行き詰まる

慣 る

息抜き

生き残り

異溌申立て．

生き物

生きる

生き別れ、

行 く

…（て）いく

逝 <

意気地

幾 つ

幾 ら

畏 敬

生け捕り

いけない

生け花

憩 い

憩 う

遇 言

潔 い

いささか

勇ましい

勇 む

意 志

意 思

遺 志

礎

石造り

意地っ張り

慰謝料

萎 縮

畏 縮

異 状

異 常

委 譲

移 霞

委 嘱

椅 子

いずれ

依 然

以 前

忙しい

急 ぎ

いそしむ

抱 <

致し方

……いたす

致 す

いたずら

頂

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
代
副
名
形
・
名
動
動
名

いしずえ

いしづくり

いじっばり

いしゃりょう

いしゅく

×慰籍料

腎臓が萎縮する

権威の前に畏縮する

全員異状なし

異常な事態

国の権限を地方に委譲する

政権を移譲する

×依嘱

ｂ

ｇ

Ｉ

９

ｑ

ｑ

・

■

Ｕ

Ｑ

Ⅱ

９

Ｆ

』

Ｔ

■

ｌ

０

０

ｒ

ｌ

ｌ

中

ｊ

ｌ

ｈ

Ｉ

ｌ

１

４

Ｉ

Ｊ

いじよう

学校へ行く

※負担が増えていく，実施し
ていく

惜しまれながら逝く

□

幾つ残るか

全部で幾らか,幾ら泣いても

畏敬の念を抱く

いく （ゆく）

い< じ

いくつ

いく ら

いけい

いけどり

いけない

いけばな

いこい

いこう

いどん(ゆいどん）

いさぎよい

いささか

いさましい

いさむ

い し

動
名
名
名
名
名
鑑
名
名
動
名
形
副
形
動
名

◆

いしょく

い す

いずれ

いぜん

1
1

1

×何れ

依然として昔のまま

以前歩いた道 ．

いそがしい

いそぎ

いそしむ

いだく

いたしかた

いたす

それはいけない，いけない子

急ぎの用

×勤しむ。勉学にいそしむ

×懐く

致し方ない

御案内いたします,お願いい
たします

思いを致す,不徳の致すところ

×徒。いたずらに時間を費
やす

山の頂

×些か
動
・
名
名

いたずら

いただき
意志が強い

14
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(いつ）(いた）

見出し

い つ

ぃつか

いつくしむ

いつこう

いつこだて

いっさい

いっしゅう

いっしょ

いつする

いつせい

いっそう

いったいぜんたい

いつだつ

いったん

いつとう

いっぱい

いっぺんに

いつも

いつわり

いつわる

いどう

用字・送り仮名 備

×何時

×何時か

用字・送り仮名 考見出し

いただきもの

いただく

代
副
動
副
名
副
名
名
動
名
副
副
名
副
名
名
副
副
名
動
名
名
名
動
名
動
名

頂き物

頂 く ．

…（て）いただく

至って

痛ましい

悼 む

痛 む

傷 む

痛める ′

傷める

至 り

至 る

至る所

いちいち

応

一概に

時

一時逃れ

一時払い

著しい

いちず

同

堂

番

抹

一夜漬け

い つ

ぃっ．か

慈しむ

向

一戸建て

切

蹴

一 緒

逸する

斉

，層

一体全体

逸 脱

旦

棟

杯

一遍に

いつも

偽 り

偽 る

異 動

移 動

異 同

営 む

井戸掘り

桃 む

否

一向に差し支えない
いたって

いたましい

いたむ

▲
Ｆ
９
ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
■
勺
０

一切関知しない

要求を一蹴する

一緒に行く

いためる

一斉捜査，一斉に行う

一層の努力
いたり

いたる

いたるところ

いちいち

いちお.う

いちがいに

いちじ

いちじのがれ

いちじばらい

いちじるしい

いちず

いちどう

裁量権の範囲の逸脱

一遍に片付ける

×何時も

人事の異動

部隊の移動

語句の異同

む
り
む
な

壁
串
ど

い
い
い
い

いちばん

いちまつ

いちやづけ 事実か否か
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i
(いな）

(いよ）

見出し

い”なか

いなめない

いなや

いならぶ

いにしえ

いいき

いねむり

いのこり

いのちがけ

いのちとり

いのちびろい

いのり

いぱる

いぶかる

いぷき

いまいましい

いまさら

いましめる

いまだ

いまわしい

いみあい

いやおうなく

いやがる

いや ・け

いやしい

いやし<も

用字・送り仮名 備 考

□

それが事実であることは否め
ない

起きるや否や

見出し

いよいよ

いよ く

いりあいけん

いりえ

いりく （ぐ）ち

い る．

用字・送り仮名
備
慾
愈
意
×
×

考

田 舎

否めない

否 や

居並ぶ

いにしえ

居抜き

居眠り

居残り

命懸け．

命取り

命拾い

祈 り

威張る

いぶかる

息 吹

忌ま忌ましい

冬
更マ

戒める

いまだ

忌まわしい

意味合い

いや応なく

嫌がる

嫌 ・気

卑しい

いやし〈も

名 いよいよ

意 欲

入会権

入り江

入り口

煎 る

入 る

居 る

い る

要 る

射 る

鋳 る

入替え

入れ替える

入れ知恵

入れ歯

入れ物

入れる

色合い

いろいろ

色づく

彩 り

祝 い

祝:い酒

いわざるを得ない

言わば

副
名
名
名
名
動
動
動

’

動
名
名
名
名
名
名
名
名
動
動
名
形
副
動
副
形
名
副
動
名
形

×古。いにしえの都
■
１
１
７
０
■
Ｉ

×妙る。煎り豆

気に入る，念の入った話

部屋に居る

※ここに関係者がいる

金が要る,保証人力要る,承
諾力震る

的を射る

銅貨を鋳る

。

I

f

動
動
動
名
動
名
名
名
動
名
副
動
名
名
名

いれかえ

いれかえる

いれぢえ

いれば

いれもの

いれる

いるあい

いろ･いろ

いろづく

いろどり

いわい

いわいざけ

いわざるをえない

いわば

ロ
■
ロ
■
Ⅱ
！
■
■
Ｕ
日
日
■
■
日
日
９
Ｊ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
１
０
０
８
，
６
日
■
０
８
日
Ⅱ
Ｄ
ｒ
ｌ
０
６
１
Ｉ
６
０
ｐ
』
Ⅱ
■
Ｐ
ｌ
１
可
Ｉ

×誇かる

□

今更泣いても遅い

×容れる。手に入れる
セ

ト I

×未だ
４
９
Ｊ
１
１
口
ｑ
ｖ
Ｇ

×種々･色々。いろいろな出
来事

１

１

９

１

．

９

４

■

Ⅱ

８

６

Ⅱ

Ｌ

ｆ

６

Ｉ

０

０

Ｊ

１

Ｐ

◆

§

■

’

６

０

９

０

１

１

１

９

．

。

ｊ

Ｌ

９

ｆ

●

Ｔ

Ｉ

Ｉ

ロ

リ

ー

４

６

‐

ｑ

１

。

■

．

。

Ｌ

ｌ

卜

０

８

ｑｈⅡｈ０■申ｑ０ｔ●■１０■■日日■■ＢＥＩ９口■ｒＢＵＢ６Ｆａ９凸，■？■９込日■００■Ｑ９１００、ｑＯ？’もり，

×否応なく

×賎しい

×筍も｡:いやしくも公務員た
る者は

副 ｜ ×謂ぱ
副
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１
１

〆

ダ

(いわ） (うき）

備 考

×所謂

×謂れ。いわれのある寺

×況や。 〔いうまでもなく〕

用字・送り仮名見出し

いわゆる

いわ．れ

いわんや

いんこ．う

見出し

うきぷくる

うきよえ

う く ．

うけあう

うけいれ

うけいれが<

うけいれさき

うけいれねんがつ
ぴ

うけいれる

うけおい

うけおう

うけぐち

うけざら

うけしよ

うけたまわる

うけつぐ

うけつけ

うけつけがかり

うけつける

うけとり

うけとりにん

うけとる

うけはらいきん

うけもち

うけもつ

うけもどす

用字・送り仮名

浮 袋

浮世絵 ・

浮 く ．

請け合う

受入れ

受入額

受入先

考

津
名
副
名
名
名
名
名

いわゆる

いわれ

いわんや

咽． 喉

淫 行

因 ‘ 縁

隠 蔽

隠 減

凸

Ｕ

ｆ

０

ｐ

０

‐

４

‐

ｑ

Ｉ

卜

ｔ

ｊ

Ｉ

１

ｌ

Ｉ

和

□

‐

ｈ

１

０

９

０

ｂ
ｆ
８
凸
１
９
凸
１
０
８
１
■
８
１
■
■
１
８
，
１
１
１
４
０
，
Ｌ
日
日
り
り

いんねん

いんぺい

いんめつ

日

４

．

１

１

１

ワ

ト

Ｌ

ｌ

Ⅱ

炉

日

“
０
■
Ⅱ
日
日
■
日
■
■
０
１
。

×浬滅｡〔無くする〕証拠隠滅
受入年月日 名 ｜◎

受け入れる

請 負

請け負う

受け口

受 皿

謂 書

承 る

受け継ぐ

受 付

受付係

受け付ける

受 取

受取人

受け取る

受払金

受持ち

受け持つ

請け戻す

動
名
動
名
名
名
動
動
名
名
動
名
名
動
名
名
動
動

◎
形初々しい

上

植 木

植付け

植え付ける．

植える

飢える

う 遠

魚釣用具

う 回

伺 い

〔進退〕伺

うかがう

伺 う

浮かぶ

受かる

浮き沈み

ういういしい

え
一

つ

うえき

うえつけ

うえつける

うえる

身の上，決定の上

。

◎

ｐ

‐

●

■

ｑ

０

９

ｆ

Ｕ

０

■

日

？

０

１

Ｊ

名
名
動
動
動
名
名
名
名
名
動
動
動
動
名

◎

木を植える

愛情に飢える

×迂遠。う遠な方法

◎

×亜L工事F制ご鱈掴する

伺いを立てる ．

。

×窺う。機会をうかがう

都合を伺う,話を伺う

？
１
ト
ー
１
６
や
ｒ
７
ト
ト
リ
◆
『
■
●
炉
。
■
Ｂ
ｇ
ｆ
ｒ
凸
ト
ト
、
■
Ｔ
ｑ
９
．
９
Ｆ
０
↓
Ⅱ
Ｉ
ｒ
ｒ
４
ｉ
り
り
■
Ｏ
１
ｆ
６
■
卜
巳
■
Ⅱ
Ｃ
Ｂ
ｐ
Ｐ
ｂ
Ⅱ
。
■
ｆ
Ｌ
８
Ⅱ
１
７
６

。
◎

〆うえん

うおつりようぐ

う．かい

うかがい 。
◎

うかがう

。
◎

I
B

。
■
守
り
可
①
↓
ｊ
ｌ
ｄ
１
４
Ｊ
７
ｆ
Ｖ
Ｉ
↑
？
↓
守
ａ
Ｉ
０
ｉ
ｒ
Ｔ
４
ｊ
・
９
日
４
０
■
１
１
９
１
１
Ｆ
Ｉ
Ⅱ
６
６
０
１
■
ｑ
１
Ｈ
Ｉ
ｑ
０
日
１
牛
Ｏ
ｄ
８
り
り

９
１
■
『
Ｆ
Ｉ
ｐ
０
７
ｆ
９
ｆ
ｆ
６
巳
８
７
９
０
６
冊
１
４
０
Ｆ
４
０
■
Ｉ
６
Ｌ
ｌ
ｆ
■
ご
■
、
巳
■
Ｔ
ｂ
ロ
▲
Ｕ
９
０
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
凸
７
１

うかぷ

うかる

うきしずみ

20 21



(うけ） (うち）

用字・送り仮名

話つ打をＬ

し
す

く

つ
つ
写
』

貫
紐
打
つ
翠
の
起

ち
ち
を
寸
を
書
を

打
打
報
を
砲
諺
弁
え

。
。
◎
。
◎
電
賊
鉄
憂
答
。
訴

動
名
名
名
動
名
名
動
名
動
勤
動
動
名
名
動
名
助
動
動
名
形
名
名
名
動

備 考

×享ける・承ける
保護を受ける，相談を受ける

仕事を請ける

。

見出し

うける

見出し

うちあける

うちあわせ

うちあわせかい

うちあわせしつ

うちあわせる

うちきり

うちきりほしよ.う

うちきる

う．ちけし

うちけす

うちこむ

うちだす

うちとける

うちぬく

うちばらい

うちひも

うちやぶる

うちわけ

う つ

用字・送り仮名

打ち明ける

打合せ

打合せ会

打合せ室

打ち合わせる

打切り

打切補償

打ち切る

打ち消し

打ち消す

打ち込む

打ち出す

打ち解ける

打ち抜く

内 払

打ちひも

打ち破る

内 訳

打 つ

討 つ

鑿 つ

霞

美しい

写 し

移替え

翫 え

所える

動受ける

謂ける

受渡し

動かす

動 き

動 <

失 う

後 ろ

後ろ姿

後ろ向き

後ろめたい

薄暗い

渦 巻

渦巻く

薄まる

うずまる

うずめる

うたう

歌 う

謡 う

疑 い

疑 う

疑わしい

内

う ち

打ち上げ

動
名
動
名
動
動
名
名
名
形
形
名
動
動
動
動
動
動
動
名
動
形
名

うけわたし

うごかす

うごき

うごく

うしなう

う ．しる

うしろすがた

うしるむき

うしろめたい

うすぐらい

うずまき

うずまく

うすまる

うずまる

うずめる

うたう

Ｕ
１
，
４
１
‐
６
１
０
‐
４
８
１
凸
４
Ｐ
０
ｆ
ｂ
Ｌ
ｊ
。
■
日
。
。
Ⅱ
令
守
白
申
‐
Ｉ
‐
１
Ｉ
９
Ｇ
４
ｒ
Ｌ
Ｕ
Ｉ
■
１
１
１
‐
Ｔ
ｆ
９
０
ｒ
１
ｒ
６
Ｐ
Ｐ
９
１
１
■
１
，
６
１
り
り
Ｅ
０
●
ｌ
８
Ｅ
Ｕ
“
■
■
！
・
卜
１
９
１
６
６
１
Ⅱ
■
ｌ
■
０
■
Ｒ
８
８
Ｉ
Ⅱ
８
９
■
■
９
巳
■
９
０
■
①
ｆ
・
ｈ
０
Ｔ
ｒ
Ⅱ
ｑ
ｑ
４
■
１
Ｐ
０
Ｕ
Ｉ
６
１
０
‐
ｆ
ｊ
９
Ｉ
１
ｊ
１
ｌ
７
‐
７
９
１
‐
‐
－
１
日
’
０
仲
６
１
．
‐
！

０

口

０

０

■

！

▲

Ｕ

ａ

０

■

■

Ｂ

１

ｌ

ｆ

凸

■

■

１

■

ｆ

守

心

Ｉ

６

ｊ

Ｉ

４

Ｉ

Ｕ

Ｖ

ｌ

『

凸

１

１

Ｐ

ｐ

ｒ

Ｏ

ｄ

７

‐

１

Ｌ

ｌ

Ｌ

Ｉ

ｒ

Ⅱ

ｄ

Ⅱ

‐

凸

‐

。

４

Ｉ

Ｕ

Ｉ

６

７

ｆ

Ｉ

Ｉ

ｆ

０

マ

ー

ｌ

ｌ

４

９

↓

‐

９

‐

，

Ｉ

ｒ

、

卜

◎

1

1

’ ×埋まる。土砂にうずまる

×埋める｡穴をうずめる

×誼う。条文にうたう

鳥が歌う

謡曲を謡う

卜

Ｐ

４

‐

ｐ

ｂ

？

△

“

０

■

８
や
８
０
１
０
口
■
ｑ
■
』
Ｕ
ｄ
ｈ
０
守
■
Ｏ
９
ｑ

い

い
一
つ
し
た
一

錘
織
榊

》
つ
》
つ
一
つ
》
つ

う つ

うつくしい

うつし

うつしかえ

うったえ

うったえる

1

1

部屋の内，内側

×中｡そのうちに連絡する，
委員のうちから

Ｌ▲旬ｅト１１１００９６‐１１？ｒＩＤⅡＩ甲４４０申もり。Ｉ。↑‐１６１▼６もⅡ１１１１。Ⅱ１０．■９０４勺４

名うちあげ
Ｐ
尖

22
23１

１
、



(うも）
(うつ）

見出し

うもれる

うやうやしい

うやまう

うらうち

うらがき

うらぎり

うらぎる

うらづけ

うらなう

う らむ

うらめしい

うらやましい

うらやむ

うりあげ

用字・送り仮名 備 考用字・送り仮名 備 考見出し
一

うつりかわり

っつ．る
や

埋もれる

恭しい

敬 う

裏打ち

裏 書

裏切り

裏切る

裏付け

占 う

恨 む

恨めしい

羨ましい

羨 む

売上げ

売上〔高〕

売惜しみ

売』り買い

売掛金

売り切れ

売り子

売り込む

売出し

売出発行

売り出す

売 手

売 主

売 値

動
形
動
名
名
名
動
名
動
動
形
形
動
名
名
名
名
名
名
名
動
名
名
動
名
名
名

移り変わり

移 る

写 る

映 る

器

疎 む

促 す

うなずく

うのみ

奪 う

埋まる

生

生まれ

生まれる

産まれる

生 む

産 む

埋め合わせる

埋立て

埋立区域

埋立事業

埋立地

埋立免許

埋め立てる

梅干し

埋める

名
動
動
・
動
名
動
動
動
名
動
動
“
名
名
動
動
動
動
動
名
名
名
名
名
動
名
動

都が移る，時が移る

写真に写る

壁に影が映る，鏡に映る

◎うつわ

う とむ

うながす

うなずく

うのみ

うばう

うまる

うまれ

0

×頷く ・首肯く

×鵜呑み。話をうのみにする

り
り
ワ
サ
も
罪
ｐ
Ｏ
■
ｆ
９
０
．
Ｇ
型
０
１
。

０
，
６
６
１
１
１
Ⅱ
１
Ⅱ
４
０
０
０

ｂ

Ｉ

も

‐

ｂ

Ｐ

ｑ

Ｈ

』

ロ

寺

，

‐

９

Ｌ

Ｉ

。

９

１

０

１

０

０

０

０

口

。

■

６

■

・

９
１
，
０
凸
ｉ
１
４
７
０
６
Ｉ
１
‐

◎＜表記＞昭和19年10月
16日生

下町生まれ，生まれつき

京都に生まれる

予定日が来ても産まれない

新記録を生む,傑作を生む

卵を産む,産みの苦しみ

。
◎
◎

|'lI
l i 1

i1 ‘

うまれる

》
つ一
』
Ｐ

ん
つ

み
い
き
れ
こ
む
し
は
す
て
し
ね

純
⑩
物
”
き
り
こ
だ
趣
だ
り
ぬ
り

い
〃
！
り
い
〃
０
０
〃
・
ｆ

》
つ
や
つ
う
や
つ
》
つ
》
つ
》
つ
や
つ
う
》
つ
》
つ
》
つ

－

つ む申

ｅ

ｏ

１

◇

’

卜

も

’
６
Ｌ
１
０
７
．
日
１
０
６
■
ｈ
Ⅱ
旧
し
，
Ⅱ
０
６
９
■
０
Ⅱ
ｄ
ｂ
８
０
１
’
０
９
四
日

◎
うめあわせる

うめたて

うめたて<いき

うめたてじぎよう

うめたてち

うめたてめんきょ

うめたてる

うめぽし

うめる ．

。
◎
。
◎

I

■
■
７
Ｆ
■
９
■
９
Ｐ
ｂ
８
Ｐ
ｒ
ｌ
ｊ
■
Ｐ
ｂ
白
‘
や
。
Ｆ
且
Ｊ
Ｌ
０
Ｇ
■
１
１
Ｐ
Ｆ
Ｉ

'

。
◎

ト

、 1

1 1

1 .

〉

。
◎
◎
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■Ｆ■

ト
ｑ
ｊ
Ｆ
■
‐
ｌ
■
Ｉ
ｆ

ｌ

ｆ

ｒ

凸

ｉ

ｆ

７

ｆ

０

Ｇ

０

ｆ

Ｇ

今

Ⅱ

ｐ

ｑ

０

上
り

(うり） (えか，お）

考備用字・送り仮名 見出 用字・送り仮名し 備見出し

う りば

うりはらい

うりはらう

うりもの

うりわたし

うりわたしかかく

うりわたしさき

うりわたす

う る

考| ，
11

名
名
動
名
名
，
名
名
動
動
動
動
形
名
名
動
名
動
動
名
名
動
名
動
名
名

。
◎

売 場

売払い

売り払う

売り物

売渡し

売渡価格

売渡先

売り渡す

得 る

売 る

潤 う

麗しい

愁 い

憂 い

売れ残る

売行き

売れる

熟．れる

うろ覚え

浮 気

浮つく

上塗り

上回る

上向き

うんぬん

元渡し

完渡価柁

売渡共

笑 顔

描． ＜

得難い

， 餌

絵巻物

偉 い

選 ぷ

えり好み

えり.すぐり

えり抜き

襟 巻

えり分ける

得 る

種 る

縁切り

縁 組

怨 恨

円 高

円建て

縁続き

縁結び

円 安

えがお

えがく

えがたい

え さ

名
動
形
名
名
形
動
名
名
名
名
動
§
動
動
名
名
名
名
名
名
名
名

□ｂ
ｉ
ｄ

ｄ
竹
口
Ｉ

■

０
．
１
１
１
十
，
ｐ
ｌ
ｌ
１
Ｌ
ｔ
Ｊ

Ｑ
■
１
４
４
０
凸
０
９
９
．
９
４

△
１
日
４
‐
９
９
，
“
■
Ⅱ
０
■
０
６
０

０

『

Ｂ

ｑ

Ｕ

１

１

９

０

Ｉ

ｌ

ｉ
Ｉ
■
０
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ｉ
ｌ
１
ｆ
０
０
ｐ
Ｊ
日
守
４

。
◎
◎

えまきもの

えらい

えらぷ

えりごのみ

えりすぐり

えりぬき

えりまき

えりわける

え る

◎
！

’

ｒ
心
巳
■
ロ
と
？
Ｉ
ｆ
Ｄ
ｂ

４

０
１
■
８
口
０
８
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
０
９
６
！
■
Ｏ
６
ｒ
Ｈ
日
出
８
Ｆ
合
８
缶
１
５
口
ｐ
４
４
ｑ

‐
５
↑

×選り好み

×選りすぐり

×選り抜き。えり抜きの選手

◎

,×選り分ける．

許可を得る，やむを得ない

鹿を獲る

得るところ，…し得る

商品を売る

うるおう

うるわしい

うれい 愁いに沈む,春の愁い

後顧の憂い，災害を招く憂い
がある

えんぎり

えんぐみ

えんこん

えんだか

えんだて

えんつづき

えんむすび

えんやす

うれのこる

うれゆき

うれる

◎◎

岨
。

Ｂ

分

・

Ｉ

０
１
１
■
Ｐ

Ｐ

０
Ｌ
Ｂ
ｒ
』
Ｏ
ｆ
９
１
Ｌ
巳
■
■
■
９
凸
‘
Ｌ
８
■
９
０
４
サ
■
■
１
１
Ⅱ
ｉ
Ｉ
ｒ
日
日
リ
ト
ｌ
４
ｂ
０
ｒ

Ｉ
や
ｂ
Ｐ
０
炉
１
０
と
ｆ
巳
９
ｄ
Ｂ
１
０

佇
日
’

■

４

０
■
■
■
■
６
８
▼
Ｇ
ロ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
■

円高ドル安

円建て輸出うろ覚えの話

□

□

うろおぼえ

うわき

うわつく

うわぬり

うわまわる

うわむき

うんぬん

円安ドル高

■

二

ｈ

■

ｒ

４
０
Ｂ
１
Ｉ
Ｉ
ｑ
４
Ｉ

‐
Ｉ
ｌ
４
Ｉ
１
７
‐
１

１

１０

Ｊ申４

ｊ１Ｕｅ

『１４口ｂｊ

６
■
９
．
８
▼
０
９
１
０
．
■
０
■
Ｏ
ｅ
０
４

■
８
■
１
０
１
９
ｒ
Ｖ
４
０
６
０
■
守
且
■
０
■
ｉ
Ｂ
ｌ
ｌ
９
７
Ｉ
８
Ｕ
■
９
９
０

■
●
Ⅱ
Ｊ
ｈ
８
■
■
■
ｒ
■
■

お

おいかける

おいこし

霊
動
名

お…………

追い掛ける

追越し

お願い，お礼×云々

◎

26 27



I

(おい） (おお）

備 考用字・送り仮名見出し

おいこす

おいこむ ．

見出し

おおがかり

おおかた

用字･送り仮名 備 考

動
動
動
動

追い越す

老い込む

追い込む

追い付く

…（に）おいて

…（を）おいて

追い回す

負い目

追 分

負. う

追 う

応じる

応ずる

旺 盛

殴 打

応 対

おう吐

凹 凸

凹レンズ

終える

多 い

覆 い

大いに

大入り ←

覆 う

大写し

大掛かり

大 方

大 方

大きい

大きさ

大きな

大騒ぎ

雄々しい

仰 せ

大 勢

大立者

大詰め

大通り

おおむね

公

おおよそ

お 陰

尾頭付き

犯 す

侵 す

冒 す

拝 む

沖 合

起き上がる

置き換える

置き去り

補 い

名
名
副
形
名
率
名
形
名
名
名
名
名
副
名
副
名
名
動
動
動
動
名
動
動
名
名

父が急に老い込む

窮地に追い込む

大方の読者

大方まとまる

おいつく
●

おいて

おおきい

おおきさ

おおきな

おおさわぎ

おおしい

おおせ

おおぜい

おおだてもの

おおづめ

おおどおり

おおむね

おおやけ

おおよそ

おかげ

おかしらつき

おかす

×…於て。東京において開催
する，本件において

×措いて。彼をおいて適任者
はいない

おいまわす

おいめ

おいわけ

お う

動
名
名
動
動
動
動
名
名
名
名
名
名
動
形
名
副
名
動
名

仰せのとおり

責任を負う．

泥棒を追う

注文に応じる

請求に応ずる

政界の大立者

いよいよ大詰めに近づく
おうじる

おうずる

おうせい

おうだ

おうたい

おう と

おうとつ

おうれんず

おえる

おおい

×概ね

公の費用，意見を公にする

×大凡

お陰で元気になった

頭を殴打する

×応待

×嘔吐

凹凸の激しい道

過ちを犯す，法を犯す

権利を侵す，国境を侵す

危険を冒す,豪雨を冒して行く
人口が多い

荷台の覆い

大いに利用する

おがむ

おきあい

おきあがる

おきかえる

おきざり

おぎない

◎
おおいに

おおいり

おおう

おおうつし

ｆ
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０

口

６

Ｆ

Ｂ

Ｔ

■

■

１

１

０

■

４

０

４

■

Ｏ

Ｂ

Ｏ

．

。

‐

９

凸

甲

‐

６

●

Ⅱ

，

■

●

０

９

１

０

日

甲

■

０

■

ｌ

■

ｌ

■

１

８

二

■

Ｖ

Ｉ

４

５

■

０

Ⅱ

０

ｑ

■

■

■

０

．

９

巳

■

日

ｒ

■

■

Ｉ

甲

６

０

５

０

６

７

Ｖ

‐

け

‐

４

０

１

４

９

‐

(おぎ） (おこ）６
１
↓
６
９
。
’
■
Ⅱ
８
０
日
！
■
０
０
６
７
９
■
■
Ｉ
凸
３
９
凸
０
日
己
■
ｑ
■
■
■
■
■
０
■
■
０
８
０
０

め納見の世

る

る
え
る
の
る
る

』
る
る
さ
え
』
め
め
る
る
ん

起
る
怒
』
押
抑
め
収
若
め
め
さ

力
輿
く
お
を
を
納
を
を
納
停

１
力
と
力
拠
求
事
功
地
を
を
お

事
国
ひ
火
証
要
仕
成
領
税
学
□
◎

動
動
動
動
名
動
動
動
牙
名
動
名
名
名
動
動
名
動

考用字・送り仮名

補 う

圏 場

置き土産

置 物

お 経

起きる

お <

置 <

…（て）おく

奥 書

臆 測

奥 付

遅らす

送り返す

送り仮名

送り先

送り迎え

贈 物

送 る

贈 る

後 れ

遅 れ

おける

起こ’ す

興 す

おこす

厳 か

見出し

おぎなう

おき ・ば ‘

おきみやげ

おきもの

おきよう

おきる

お く

見出し

おこたる

おこない

おこなう

おこなわれる

おこる

用字・送り仮名

怠 、 る

行 い

行 う

行われる

起こる

興 ．る

怒 る

おこる

押さえる

抑える

納 め

収める

治める

納める

修める ・

叔父・伯父

押し合う

惜しい

おじいさん

押し入る

押 売

教 え

教え子

教える

押し掛ける

お仕着せ

押し切る

動
名
名
名
・
名
動
動
・
動

◎

◎
０
０
０
６
６
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
Ⅱ
Ｂ
Ｉ
ｆ
０
０
■
Ｉ
Ｏ
８
１
ｐ
３
ｂ
Ⅱ
け

‐

Ｉ

，

。

仏

心

■

◇

ｔ

ｐ

０

■

６

９

Ⅱ

４

，

Ｇ

９

ｐ

ｐ

ｐ

日

日

ｂ

■

４

４

ｑ

１

、

Ｐ
Ｇ
ｐ
７
ｂ
■
４
Ｉ
Ｂ
１
８
４
０
Ｉ
１
１
Ｉ
０
０
８
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９
０
卜
■
■
Ｕ
ｒ
６
０
６
ｆ
ｂ
９
Ｆ
ｏ
日
■
０
・
Ｌ
Ｂ
Ｇ
ｌ
Ｂ
６
Ｕ
Ｉ
寺
１
１
１
１
ｆ
５
４
。
，
‐
令
‐
－
７
‐
ｆ
ｂ
Ｉ
今
ｉ
■
ｂ
ｂ
ｑ
ｂ
，
ｒ
ｆ
ｌ
９
１
０

×措く。何はさておき

物を置く,･役員を置く，念頭
に瞳く

※通知しておく

。

◎×憶測。臆説

◎

且

０

．

１

凸

Ｖ

◆

・

Ｕ

ｆ

も

■

９

６

’

９

４

、

‐

Ｄ

６

Ｇ

Ｌ

０

おさえる

名
名
名
動
．
動
名
名
名
名
動
動
名
名
連
動
動
動
形

おくがき

おくそく

お<づけ

おくらす

おくりかえす

おくりがな

おくりさき

おくりむかえ

おくりもの

おく る．

おさめ

おさめる

１
ｂ
Ｄ
ｏ
９
日
日
１
。
ｌ
０
Ｇ
申
４
０
Ⅱ
ｌ
ｌ
１
ｔ
９
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
１
Ｌ
Ｂ
Ｈ
■
１
匹
“
ｆ
■
４
Ⅱ
Ｉ
‐
■
ョ
Ｇ
１
１
ｌ
Ｉ
ｊ
４
４
■
Ｐ
６
４
６
日
Ｉ
●
■
。
Ｊ
■
甲
卜
炉
』
Ｐ
Ｌ
０
１
４
■
Ⅱ
０
Ｆ
ｑ
９
１
０
Ｆ
■
６
４
１
０
４
１
Ｔ
Ｉ
‐
ｑ
’
１
０
卜
ｈ
ｂ
Ｌ
４
１
１
二

‐
ご
，
‐
９
ト
０
１
１
－
１
０
，
，
４
６
０
恩
ｌ
‐
‐
６
１
．
ゥ
Ｐ
ｔ
日
１
０
１
１
１
凸
９
０
６
‐
ｌ
‐
↑
申
１
１
０
１
１
１
０
０
↓
Ｏ
Ｉ
Ｉ
０
１
６
１
Ⅱ
１
■
■
〃
１
９
４
守
口
１
１
０
０
‐
●
■
Ｄ
Ｊ
０
６
Ｌ
ｆ
ｌ
Ｐ
Ｊ
Ｄ
“
Ⅱ
■
ｇ
ｏ
巳
■
５
Ｄ
０
Ｂ
９
Ｂ
ｇ
Ｄ
Ｕ
８
Ｕ
９
０
ｆ
口
日
ｂ
Ｕ
０

お じ

おしあう

おしい

おじいさん

おしいる

おしうり

おしえ

おしえご

おしえる

おしかける

おしきせ

おしきる

◎

荷物を送る，卒業生を送る

感謝状を贈る

人に後れをとる ．

遅れを取り戻す

×於ける

訴訟を起こす

産業を興す

火をおこす

おく ・れ

お
お
け
こ
る
す

（

■

日

“

叶

９

Ｉ

Ｉ

０
７
Ｆ
１
１
１
１
．
９
ロ
日
ｂ
ｒ
０
Ｐ
ｌ
４

ｈ
ｂ
ｒ
４
Ｉ
６
Ｌ
Ｕ
’
０
ｒ
１
６
■
甲
▲
■
１
４
ｄ
Ｂ
８
４
．
１
１
口
０
８
９
’
８
可
’
凸
７
１
９
‐
０
。

おごそか~、

30
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(おた）(おし）

用字・送り仮名見出し

おだやかだ

おちあう

おちいる

おちこむ

おちつき

おちど

おちば

おちる

おって

備 考用字・送り仮名見出し

おしすすめる

おしせまる

おしだしぎ

おしだす

おしつける

おしなべて

おしのび

おしはかる

おしむ

おしもんどう

おじようさん

おしよせる

お す

備 考

だ
う
る
む
き
度
葉
る
て
て
き
す
話
し
る
物
す
す
る
い
し
人
女
る
る
る

鋤
胎
誕
婚
ち
ち
ち
つ
っ
鳩
か
鱈
れ
乱
と
れ
珪
珪

穏
落
陥
落
落
落
落
落
お
追
追
脅
お
脅
陥
落
落
脅
訪
お
お
大
乙
劣
踊
躍

”
動
動
動
名
名
名
動
識

推し進める

押し迫る

押出機

押し出す

押し付ける

おしなべて

お忍び

推し量る

惜しむ

押し問答

お嬢さん

押し寄せる

押 す

推 す

遅 い

襲 う

恐ら く

おそれ

恐 れ

畏 れ

恐れる

畏れる

恐ろしい

教わる

お互い

動
動
名
動
動
副
名
動
動
名
名
動
動
動
形
動
副
名
名
名
動
動
形
動
名

◎

×押し並べて

×追而。おって， 日時は…，

時間は追って知らせる,．追
って主張する

別れを惜しむ

副

おってがき

おどかす

おとぎぱなし

おどし

おとしいれる

おとしもの

おとす

おどす

おとずれる

おととい

おととし

おとな

おとめ

おとる

おどる

名
動
名
”
名
動
名
動
動
動
名
名
名
名
動
動
動

×捺すb印を押式ベルを押す
●

会長に推す

×お伽噺

ら

そ
そ
そ
そ

お
お
お
お

い
う
く
れ ×虞｡洪水のおそれがある，

…のおそれがある

恐れを抱く ．

神に畏（恐れ）を抱く

死を恐れる

師を畏れ敬う
神を畏（恐）れる

×威す

×一昨日 （いつさくじつ）

×一昨年（いつさくねん）

□

□

おそれる

おそろしい

おそわる

おたがい
リズムに乗って踊る

胸が躍る
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(おと） 〉 (おも）

用字・送り仮名 備 考

し
る
る
す
す
し

い
い

出
え
く
じ
の
ら
ば
ん
け
ぴ
し
め
す
る
え
き
し
な
る
え
が
た
こ
え
る
む
ご
す

が
め
か
れ
み
癌
蛎
噛
吻
嗜
に
吋
礎

見
卒
脇
な
恥
州
縦
ば
峠
椛
蹄
び
ぽ
瞬
馳
陣
ぽ
め
部
が
郡
郡
部
部
乱
凱

お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
・
お
お

見出し

おもいたつ

おもいちがい

おもいつき

おもいつめる

おもいで

おもいとどまる

おもいのこす

おもいやり

おもう

おもしろい 、

おもだ

おもたい

おもて

用字・送り仮名 備 考

名
動
率
名
副
名
名
名
名
形
名
動
動
名
名
名
形
動
名
動
動
動
動
動
動
名
動

衰 え

篤 <

同 じ

各・各々

おのずから

叔母・伯母

おばあさん

お化け

帯

おびただしい

帯 留

脅かす

帯びる

覚 え

党 書

おぽしめし

おぼつかない

溺れる

お目見え

思い上がる

思い当たる

思い起こす

思い返す

思い切る

思い込む

思い過ごし

思い出す

思い立つ

思い違い

思い付き

思い詰める

思．い出

思いとどまる

思い残す

思いや･り

思 う

面白い

主 だ

重たい

表

面

表向き．

主 な

主 に

重 み

趣

赴 <

おもむろに

面持ち

母屋・母家

思わく

思わず

重んず.る

おもんぱかる

●
餌

動
名
名
動
名
動
動
名
動
形
溺
形
名
名
名
率
副
名
名
動
副
名
名
名
副
動
動

各方，各々席に着く

×自ら。おのずから理解できる

□

×お婆さん

×思い止まる

×思い遮り

×移しい

◎

裏と表，表で遊ぶ

矢面に立つ, ､面を伏せる

。

×思し召し。神様のおぼしめし

×覚束ない

おもてむき

おもな

おもに

おもみ

おもむき

おもむく

おもむろに

おももち

おも、や

おもわく

おもわず

おもんずる

おもんぱかる

主な内容 ．

主に学生力荊用する

手紙の趣

任地に赴く

×徐に

□

×思惑

×慮る
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ノ(おや） (おり）

考用字・送り仮名 備見出し

おやこづれ

おやゆずり．

およそ

および

およびごし

およぶ

およぼす

お り

見出し
－

りもと

りもの

りる

用字・送り仮名 備 考

。

◎

許可が下りる，錠が下りる

電車を降りる，霜が降りる

×居る。…しております

枝を折る

布を織る

親子連れ

親譲り

およそ

及 び

及び腰

及 ぷ

及ぽす

折

織 り

〔博多〕織

折り合い

折り合う

折 々

折返線

折り返す

折り重なる

折り紙付き

折から

折り込み

織り込む

折り込む

折り畳む

.降り立つ

折 詰

折り鶴

折り箱

折り 目

名
名
副
誇
名
動
動
名
名
名
名
動
名
名
動
動
名
副
名
動
動
動
動
名
名
名
名

織 元

織 物

下． り る

降り る

お る

折 る

識 る

俺

愚 か

…（は）おるか

愚かしい

愚か者

卸

卸 売

卸 ・ 商

卸問屋

卸 値

下ろす

卸 す

降ろす

おろそか

終

終わり

終わる

名
名
動
動
動
動
動
名
名
鋤
形
名
名
″
名
名
名
名
動
動
動
名
名
名
動

お
お
お×凡そ

A及びB

お る

その折，…する折

織りが粗い，絹織り

◎

お れ

おろか

＄

おろかしい

おろかもの

おろし

おろしうり

おろししよう

おろしと（ど）ん
や

おろしね

おろす

×疎か。金はおろか命までも

おりあい

おりあう

おりおり

おりかえしせん

おりかえす

おりかさなる

おりがみつき

おりから

おりこみ

おりこむ

四季折々

◎

卸で売る

。

×折柄。折からの雨で…
貯金を下ろす,枝を下ろす

小売に卸す

主役から降ろす

×疎力も練習をおろそ力ｷこする

。＜表記＞

×了り。映画の終わり

金糸を織り込む

新聞にチラシを折り込む

ホームに降り立つ

。

おろそか

おわり
おりたたむ

おりたつ

おりづめ

おりづる

おりばこ

おりめ

おわる
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(か） (かい）

？
用字・送り仮名 見出し

かいする

用字・送り仮名

解する

介する

会する
がい

蓋然性

介添え

買い出し

買いだめ

開 陳

買い付け

買 手 ､

改 定

改 訂

回 答

解 答

買取り

買い取る

買 主

飼い主

買 値

飼い猫

壊 滅

買戻し

買い戻す

買 物

漬 娼

壊 乱

交 う

いせ
え
し
め
ん
け
て
い

嘩
崎
唯
嵯
吃
ゞ
Ⅷ
匂
い
唾

い
も
し
ｂ
Ｌ
Ｌ
も

が
か
か
か
か
か
か
か

かい.とう

と
。
と
い

、
１
１

も
し
し

か
か
か

り
る
し

ね
こ
つ
し
す
の
う
ん
う

い
噸
吻
祉
祉
喧
嘩
喝

も
し
い
い
も
も
も

か
か
か
・
か
か
か
か
か
か
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(かか）(かう）

？
用字・送り仮名用字・送り仮名

飼 う

買 う

返 す

帰 す

かえって

省みる

願みる

返 る

帰 る

代える

変える

替・える

換える

かえる

顔合わせ

顔見知り

顔向け

香 り

蔵 り

香 る

麓． る

抱える

掲げる

輝かしい

輝 <

係

掛・

見出し

かえす

かえって

かえりみる

かえる

かおあわせ

かおみしり

かおむけ

かおり

かおる

かかえる

かかげる

かがやかしい

かがやく

かかり
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(かき） (かけ）

考備用字・送り仮名見出し

かきなおす

かきぬく

かきまぜる

かきまわす

かきみだす

かきもの

かぎり

かぎる

か く

見出し 用字・送り仮名 備 考

障子に影が映る，影が薄い動
動
動
動
動
名
名
動
動
動
動
動
動
名
名
名
名
動
動
名
名
動
名
名
名
名

書き直す

書き抜く

かき混ぜる

かき回す

かき乱す

害き物

限 ルノ

限 る

か <

描 <

書 <

欠 <

嗅 ぐ

角刈り

顎関節

隠し事

隠し立て

隠 す

画する

覚 醒

格 付

隠れる

欠 け

掛 け

賭 け

． 陰

影

崖

掛け合う

駆け足

掛け替え

掛 金

掛け声

駆け込む ．

掛け算

掛け軸

掛げ図

駆け出す

掛け値

駆け引き

駆け回る

掛け持ち ・

陰 り

掛ける

懸ける

…（に）かける

架ける

駆ける

欠ける

賭ける

囲 い

苛酷・過酷

名
名
：
動
名
名
名
名
動
名
名
名
動
名
名
動
名
名
動
動

が け

かけあう

かけあし

かけかえ

かけきん

かけごえ

かけこむ

かけざん

かけじく

かけず

かけだす

かけね

かけひき

かけまわる

かけもち

かげり

×掻き混ぜる

×掻き回す

×掻き乱す

◎

力の限りを尽くす，
…（しない）限り

人数は10人に限る

×掻く。かゆい所をかく，汗
をかく，恥をかく

×画く。絵を描く，地図を描く

手紙を書く，本を書く

礼を欠く

か ぐ

か<がり

がくかんせっ

かくしごと

かくしだて

かくす

か<する

かくせい

か<づけ

かくれる

か け

表情に陰りがある

腰を掛ける,保険を掛ける，
声を掛ける，電話を掛ける

賞金を懸ける，命を懸ける

※閣議にかける

橋を架ける，電線を架ける

グランドを駆ける

刃が欠ける，常識に欠ける

金品を賭ける

かける

一線を画する

名
名
動
・
動
名
名

◎

月の満ち欠け，欠け茶わん

掛けで買う

賭けをする

山の陰,陰の声,陰口を利く

か
か

一
』
一
」

い
〃
く 苛酷（過酷）な労働条件か げ
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(かし）(かこ）

可
考備用字・送り仮名 見出し

かしぬし

かしぶれ

かしほん

かしま

かしや

かし ょ

かしよう

用字・送り仮名

◎名
動
動
動
名
名
名
名
動
名
形
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
動
名
名
名
名

貸
貸
貸
貸
貸
箇
過
過
箇
貸
貸

主
船
本
間
家
所
小
少
書
業
す

１
１
↓
’
’

重ね着

×嵩む°費用がかさむ

道路の暇疵〔きず,欠陥〕(専
門用語として使用する）

千円の貸しがある

。
◎
◎

かじようがき

かしわたしぎよう

か す

かすか

かする

条
渡

す
す
す

か か

。
◎
。
◎
◎
。
◎
。
◎

課
科
風

る
る
邪か ぜ

I

風
ｌ
４
Ｉ
Ｅ
４
口
１
６ かせぎ

かせぐ

かぞえどし

かぞえる

か た

稼
稼
数
数

ぎ
ぐ
年
る

I

え
え
方
片
形
型
肩
潟

‐
Ｉ
．
Ｄ
Ｄ
“
’
４
’
・
Ｐ
ｒ
ｌ
７
ｆ
‐
卜
も
▲
’
’
４
１
６
１
１
ｒ
１
Ｌ
Ｑ
１
４
ｇ
’
’
０
．
Ｆ
１
４
６
．
９
４
ワ
４

‐
１
１
１
↓
０
‐
十
．
上
り
ｌ
９
６
Ｉ
Ｑ
０
■
Ｌ
Ｈ
Ｇ
Ⅱ
５
Ｕ
ｌ
可
ｄ
６
１
ｄ
８
４
１
９
‐
０
４
．
．
日
１
日
、
９
．
ｊ
Ｉ
Ｉ
９
９
１
１
１
Ｄ
４
９
Ｂ
１
９
ｌ
ｌ
ｌ
４
６
１
↓
Ｐ
，
ｂ
ｌ
ｆ
ｌ
ｆ
０
口
Ⅱ
１
ｔ
９
‐
－
‐
１
４
６
１
１
申
０
０
５
心
５
０
６
コ
９
１
６
。
◎
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(かち）(かた）

見出し

かちこす

かちまけ

かちゅう

か っ

品詞備 考
形想像に難くない,許し難い

形灘曹固い頚が固い固く
形堅い材木，手堅い商売

形硬い石，硬い表現

名 ◎

接尾 ×…秀々･お礼かたがた

名 御来場の方々

名

名 商売敵

名 ×気質。職人かたぎ

名 堅気な人

形

名

名 □

動

動

動

名

動

動

動

名 ・

動

名 仕事の傍ら勉強する．

名

接尾 ・×･･勝ち。休みがち

品詞見、出し

かたい

’
用字・送り仮名 品詞 備 考用字・送り仮名

’
勝ち越す

勝ち負け

渦 中

か つ

勝 つ

画期的

括 弧

各 個

各 戸

括弧書き

動
名
名
鋳
動
淘
名
名
・
名
名

難 い

固 い

堅 い

硬 い

肩 書

…かたがた

方 々

肩代わり

敵

かたぎ

堅 気

堅苦しい

肩凝り

固 唾

片付ける

固まる

傾 く

型破り

偏 る

語ら う

語り合う

語り草

語 る

傍 ら

勝 ち

・・・ がち

～

×且つ

き
た
が
が
た
た
か
か

かつきてき

かっこ 括弧でくくる

各個撃破

各戸に配布する
かたがわり

かたき

かたき
かっこがき

かって

かって

かってだ

がってん(がてん）

かっとう

かてい

×曾て。かつて読んだことが
ある

勝手次第，勝手が違う

副かつて

勝 手

勝手だ

合 点

葛 藤

過 程

課 程

仮 定

稼働・稼動

仮 名

名
”
名
名
名
名
名
名
名

かたくるしい

かたこり

かたず

かたづける

かたまる

かたむく

かたやぶり

かたよる

かたらう

かたりあう

かたりぐさ

かたる

かたわら

か ち

が ち

合点がいく

進行の過程

研修課程

仮定の話

稼働人口,機械を稼動させる

口仮名書き片仮名平仮名

×叶う・適う。．
願いがかなう，道理にかなう

’ かど

か

う
な

かなう かなう 動

かなきりごえ

かなしい

かなしばり

かなしむ

かなた

金切り

悲し

金縛

悲し

かな

声
い
り
む
た

名
形
名
動
代 ×彼方。はるかかなた
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？

(かむ）
(かな）

見出し

か む

かもしだす

かもしれない

かもす

かよう

からい

からくも

からだ

からだつき

からまる

からまわり

からみつく

からむ

か り

用字・送り仮名 備 考

×咬む・噛む ．

備 考

肝腎要，扇の要

必ず提出する

必ずしも事実とはいえない

×可成り。かなり上手だ

費用との兼ね合い ．

用字・送り仮名見出し
－

かなめ

かならず

かならずしも

かなり

かねあい

かねかし

かねぐり

かねづかい

かれづつみ

かねづまり

かねて

かねまわり

かねもち

かね．る

か の

かのじょ

かばらい

か ひ

かぷる

かぶわけ

かまう

かまえる

がまん

かみあう

かみきる

かみくず

かみづつみ

か む

醸し出す

…かもしれない

醸 す

通 、 う

辛 い

辛< も

体

体つき

絡まる

空回り

絡み付く

絡 む

狩 り

仮

借 り

刈 り

借上げ

借り上げる

借入れ

借入〔金〕

刈り入れ

借り入れる

借受け

借受人

借り受ける

借換え

動
勤名

副
副
副
名
名
名
名
名
名
副
名
名
動
率
代
名
名
動
名
動
動
名
名
動
名
名

。

要

必 ず

必ずしも

かなり

兼ね合い

金貸し

金繰り

金遣い

金包み

金詰まり

かねて

金回り

金持ち

兼ねる

か の

彼 女

※間違いかもしれない

動
動
形
副
名
名
動
名
勁
動
名
名
名
名
名
動
名
名
名
動
名
名
動
名

×躯・身体

●

×予て。かねて相談していた

‐
４
４
１
‐
‐
９
９
１
１
↑
↓
０
●
７
ト
ー
１
０
４
１
●
Ｉ
ｆ
申
‐
ｆ
Ｉ
◆
ｆ
ｐ
ｆ
０
４
１

潮干狩り

仮処分，仮の名前

借りを返す

刈り入れ，稲刈り

×彼の。かの有名な事件

かりあげ

かりあげる

かりいれ

可否を論ずる

×冠る・被る。帽子をかぶる

。
◎

構わない，お構いなく

Ｇ
ｌ
ｆ
Ｉ
９
０
ｈ
ｂ
■
，
■
１
９
４
０
１
６
１

Ｊ
１
１
０
■
Ⅱ
１
７
７
４
‐
ｌ
９
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
卜
‐
Ｉ

かりいれる

かりうけ

かりうけにん

かりうける

かりかえ

。
◎

×噛み合う

×噛み切る

×紙屑

１
１
１

ｆ

『

ロ

ロ

ｄ

り

１

’

？

１

り

ｂ
Ⅱ
０
１
■
Ｔ
１
Ｂ
４
０
４
４
６
４
ｊ
０
ｑ
日
０
７
１
４
５
卜
↑
１
０
１

◎
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(かろ）(かり）

ん
つ

せ
け
ん

し

ん
う
ん
ん
き
い

出
し
た
ぎ
る
し
き
む
こ
は
ぷ
い
る
て
り
き
る
に
し
い
る
し
い
し
れ
さ
ら
て

》
か
か
ｊ
き
こ
ユ
こ
い
塞
畦
澱
極
り
と
馴
と
り
ぬ
障
り
わ
る
が

た
る
祁
れ
韮

卜

見
り
り
り
り
り
り
り
ん
り
り
り
り
ｊ
り
り
り
り
る
ろ

ｆ

か
か
か
か
か
か
か
か
げ
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か
か

見出し

かろやかだ

か わ

用字・送り仮名考 備備用字・送り仮名 考

軽やかだ

， 皮

革

川

河

側

かわいい

皮切り

乾 <

渇 く ．

交わす

為 替

川沿い

川開き

瓦

河原・川原

代わり

変わり

替わりLノ

換わり

変わり者

代わる

変わる

替わる

換わる

看 過

形
名
名
名
名
名
形
名
動
動
動
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
勤
動
動
動
名

名
名
名
動
名
名
動
名
・
名
名
動
名
名
名
動
副
名
名
動
名
形
形
代
名
代
副

借り貸し

借 方

借り着

借り切る

借り越し

借越金

刈り込む

仮執行宣言付判決

仮処分

仮住まい

駆り立てる

借り手

刈取り

刈取機

刈り取る

仮 に

借 主

仮払い

借りる

仮渡金

軽 い

軽々しい

彼

枯れ草

彼 ら

辛うじて

毛皮，化けの皮.木の皮

革の靴， なめし革 ；

川岸，小川 ・

河口湖 ・

裏側，片側
｢側」は「かわ」とも。

×可愛い

皮切りの挨拶

空気が乾く，干し物が乾く

喉が渇く

文書を交わす

□、

◎

◎ が わ

かわいい

かわきり

かわく

かわす

かわせ

かわ‘ぞい

かわびらき

かわら

。
◎

□

身代わり ，

心変わり，変わり種

入れ替わり，代替わり

かわり◎

◎

かわりもの
●

かわる 父に代わって言う

位極が変わる

社長が替わる

金に換わる

I

×彼等

かんか
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－

(かん） (きあ）
一

見出し
－

きあい

きあわせる

きいん

きえる

きおい

きおくれ

きおち

きがえる，

きがかり

きかせる

きがね

きがまえ

きがるだ

きがわり

ききあやまる

ききあわせる

ききいれる

ききおく

ききおとす

ききおぼえ

ききおよぶ

ききかえす

ききがき

ききかた

ききぐるしい

ききこみ

ききすてる

術 考用字・送り仮名 品詞見出し

かんがえ

かんがえかた

かんがえなおす

かんがえる

かんかつちがい

かんがみる

かんきり

がんぐ

かんげき

がんこ

かんしよう

用字・送り仮名 品詞 備 考

名
名
動
動
名
動
名
名
名
名
名
名
名
名
動
名
動
動
名
名
形
動
名
名
名
名

考 え

考え方

考え直す

考える

管轄違い

鑑みる

缶 切

玩 具

間一 隙

頑 固

鑑 賞

観 賞

勧 奨

干 渉

感じる

肝 腎

感ずる

感づく

缶 詰

神 主

芳しい

頑張る

完 壁

勘 弁

冠

関 与

気 合

来合わせる

起 因

消える

気負い

気後れ

気落ち

着替える

気掛かり・気懸かり

聞かせる

気兼ね

気構え

気軽だ

気変わり

聞き誤る

聞き合わせる

聞き入れる

聞き置く

聞き落とす

聞き覚え

聞き及ぶ

聞き返す

聞き書き

聞き方

聞き苦しい

聞き込み

聞き捨てる

名
動
名
動
名
名
名
動
名
動
名
名
”
↑
名
動
動
動
動
動
名
動
動
名
名
形
名
動

◎

Ｉ

間隙を縫う

１
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ

美術鑑賞

熱帯魚の観賞

退職勧奨

選挙干渉

かんじる

かんじん

かんずる

かんづく

かんづめ

かんぬし

かんばしい

がんばる

かんぺき

かんべん

かんむり

かんよ

。×肝心

◎

×干与
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(きき） (きす）

し
用字･送り仮名

し
う
る
，
る

出
な
い
え
て
る
す
す
め
す
る
れ
く

↑
こ
が
た
ら
け
す

見
溌
詑
謹
き
詮
》
識
き
も
わ
わ

き
き
き

き
き
き
き
き
き
き
き
・
き
き
き
き

見出し

きずつく

きずな

きする

用字・送り仮名 備 考

聞き損なう

聞き違い

聞き伝える

聞き手

聞き取る

聞き直す

聞き流す

効き目

聞き漏らす

聞き分ける

聞き忘れる

聞 <

聴 <

効 <

利 <

危 倶

気配り

機 嫌

期限付

聞こえる

兆 し

刻 む

傷

帰すう

築き上げる

築 く

傷つく

きず、な

期する

帰する

記する

規 制

競 う
ぎ

題 束

製 損

鍛える

来 す

気立て

汚 い

来 る

気遣う

気疲れ

気付く

着付け

気付け

気 付

喫する

切 、 手

切 符

気詰まり

規 定

規 程

動
名
動
動
動
・
名
動
名
名
動
動
名
形
球
動
名
動
・
名
名
名
動
名
名
名
名
名

タ

ノ

}|1
l l i l

×絆。家族のきずな

必勝を期する，再会を期する

罪を他人に帰する,水泡に帰
する ・

由来を記する，心に記する

| |

｜ |｜
｜

1 ｳ

！

I

１
１
Ⅱ
色
や
！
Ｐ
Ｂ
Ｌ
凸
１
０
４
Ｊ
守
り
ｌ
ｉ
Ⅱ
７
９
争
ｄ
ｊ
０
４
Ｉ
１
ｌ
ｂ
ｂ
４
４
０
４
１
１
６
９
９

Ｂ
ｒ
■
ｄ
可
Ｂ
ｌ
４
９
守
４
１
４
０
１
り
１
◆
４
腸
■
・
ｑ
■
け

きせい

きそう

きそ く

きそん

きたえる

きたす

きだで

きたない

きたる

きづかう

きづかれ

きづく

きつけ

鶴野藷として使用する）

I

＊1 1
6 F

ト rl

支障を来す

ｒ
日
ｌ
ｆ
ｑ
ｂ
ｌ
・
■
６
１
．

４
口
ｑ
‘
４
Ｊ
ｌ

来る○月○日
I

き ぐ

きぐばり

きげん

きげんつき

きこえる

きざし

きざむ

き ず

きすう

きずきあげる

きずく

i l
D I

Pi ↓

〆

|‘ I

着物の着付け

気付け薬

◎法務省訟務局訟務企画藤気付

惨敗を喫する

。

◎

きづけ

きつする

きって

きっぷ

きづまり

き、てい

１

日

４

日

７

１

１

９

１

４

日

ｆ

６

Ｌ

Ｉ

り

り

９

９

ト

↓

６

日

↑

Ｉ

ト

０

ト

ト

ー

ト

日

ト

ー

Ⅱ

ト

ー

■

ら

Ｐ

１

－

■

ｒ

ｂ

③

９

０

４

６

Ｂ

！

■

叶

４
．
６
１
日
１
Ｇ
４
卜
４
０
ｂ
▲
ｇ
４
ｉ
４
Ｉ
．
仏
０
Ｐ
Ｌ
．
ｂ
，
Ｏ
ｒ
Ｔ
９
ｐ
■
り
ぃ
句
日
■

『

■

ｊ

ｒ

Ⅱ

ｒ

Ｆ

Ｐ

Ｌ

■

ｒ

ｈ

上

Ｂ

■

７

ｆ

Ｉ

０

ｒ

Ｏ

■

１

０

０

ト

ー

Ｌ

Ｉ

Ｌ

■

０

６

Ⅱ

８

Ⅱ

，

－

０

■

１

１

９

ｐ

ｆ

８

０

Ｉ

ｌ

ｔ

ｂ

Ｕ

ｄ

■

０

■

■

ｉ

Ｉ

０

９

６

Ｌ

ｒ

６

６

９

１

１

Ｐ

ｈ

０

Ⅱ

‘

ｒ

ｐ

０

■

，

凸

Ⅱ

■

■

■

■

、

１

日

０

■

Ⅱ

Ⅱ

第○条の規定による協議

文書取扱規程
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(きよ）
（きと） ．

用字・送り仮
見出し

きようかつ

きょうぎずみ

ぎようぎようしい

きょうじゆ

きようせい

きよらかだ

きら う

きりあげ ．

きりあげる

きりかえ

きりかえくみあい
いん

きりかえす

きりかえび

きりかえる

きりかぶ

きりきず

きりぐず

きりくち

きりこうじよう

きりさげ

きりさげる

きりさめ

きりすて

きりすてる

きりだす

きりたつ

用字・送り仮名

口
考備 考

気取って歩く

名
恐 喝

協溌済み

仰々しい

享 受

矯 正

清らかだ

嫌 う

切上げ

切り上げる

切替え

切替組合員

切り返す

切替日

切り替える

切り株

切り傷

切り<ず

切り口

切り口上

切下げ

切り下げる

霧 雨

切捨て

切り捨てる

切り出す

切り立つ

動
動
名
名
名
名
痴
名
形
名
名
動
緬
名
名
名
名
動
名
名
⑩
名
名
名
副
・
名
形
名
名

伊

□

気迫に押される

×稀薄。空気が希薄だ

１
１
１
１
１

(義務付ける）

きめが細かい

取り決め

,
,

×急迩。急きょ出張する

□ ．

×狭院｡〔狭"狭あいな谷間
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(きわ， くあ）(きり）

考 見出し

きわめる

備 用字・送り仮名用字・送り仮名 ・備 考

学を究める

見極める，栄華を極める

真理を窮める

見出し

ぎりだて

き りつ．

きりつち

きりつめる

きりとおし

きりとり

きりとる

きりぬき

きりぬける

きりばな

きりはなし

きりはなす

きりばり

きりふだ

きりまわす

き りみ

き る

究
極
窮
禁
僅

名
名
名
動
名
名
動
名
動
名
名
動
名
名
動
名
動
動
動
名
名
動
動
動
名
名
副

■

め
め
め

動
動
動
名
名

義理立て

規 律

切 土

切り詰める

切り通し

切取り

切り取る

切り抜き

切り抜ける

切り花

切離し

切り離す

切り張り

切り札

切り回す

切り身

着 る

切 る

斬 る

切れ味

亀 裂

際立つ

極まる

窮まる

極 み

極め付き

極めて

る
る
る
銅
少

規律を守る

。

●

きんこ

きんしょう

◎

ぐあい

く い

くいあらためる

くいこみ

くいさがる

くいすぎ

くいちがい

くいちがう

くいつめる

くいとめる

くいにげ

くいもの

く いる

く ． ぎ

く ぎり

具 合

悔 い

悔い改める

食い込み

食い下がる

食い過ぎ

食い違い

食い違う

食い詰める

食い止める

食い逃げ

食い物

悔いる

く ぎ

区切り

句切り

くぐり抜ける

< く る

く ぐる

臭 い

名
名
動
名
動
名
名
動
動
動
名
名
動
名
名
名
動
動
動
形

◎

野菜を切る

刀で斬る

きれあじ

きれつ

きわだつ

きわまる

×釘。 くぎを打つ.・

仕事の区切りをつける

文章の句切り

×潜り抜ける ．

×括る。括弧でくくる

×潜る。法網をくぐる

不都合極まる言動

進退窮まる

ぜいたくの極みを尽くす

＜ぐりぬける

< く る

く ぐる

く さい

きわみ

きわめつき

きわめて
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(くさ）
(くみ）

見出し

くさむら

く さ．る

くさわけ

く じ く

くじびき

<ずしがき

くずす

<すり

ください

見出し

くみあう

くみあげる

くみあわせ

くみあわせる

くみいれ

くみいれきん

くみいれる

くみかえ

くみかえる

くみかた

くみこむ

くみだす

くみたて

くみたてこう

くみたてる

くみとりべんじよ

く む

用字・送り仮名 備 考

組み合う

くみ上げる

組合せ

組み合わせる

組入れ

組・入金

組み入れる

組替え

組み替える

組み方

組み込む

<み出す

組立て

組立工

組み立てる

くみ取便所

く む

酌 む

組 む

曇 ・

曇 り

悔しい

悔やむ

蔵

倉

位 ‘

動
動
名
動
名
名
動
名
動
名
動
動
名
名
動
名
動
動
動
名
名
形
動
名
名
名

1

×汲み上げる

。心
胆
汎
腓
Ｉ
Ｊ
Ｉ

。
◎

◎

< だす

ぐだもの

く だり

く だる

くちおしい

くちごたえ

くちはてる

く ちる

くつがえる

くっしたどめ

くつろぐ

く どく

くばる

くまなく

く み

×汲み出す

。

◎
I

。

×汲む。水をくむ

酒を酌み交わす

足場を組む

◎＜表記＞

曇り後晴れ，曇りガラス

く もり’

くやしい

<やむ

く ら ×庫。蔵座敷，蔵払い

倉敷料，倉荷証券

位取り，位が高いく らい

くみあい

釦
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面

I

(くり）(くら）

見出し

くりだす

くりのべ

くりのべしさん

くりのべる

くりもどし

くりもどす

〈 る

－

考用字・送り仮名 品詞 備備 考

×･ ･位。どのくらい，二十歳
ぐらいの人

暗い部屋

用字・送り仮名 品詞見出し

繰り出す

繰延べ

繰延資産

繰り延べる

繰戻し

繰り戻す

来 る

…（て） くる

繰 る

狂 う ．

狂おしい

苦しい

苦しがる

苦し.紛れ

苦しみ

暮 れ

くれぐれも

くれる

･･･ （て） くれる

暮れる

黒 い

玄 人

加える

区分け

詳しい

食わず嫌い

企 で

動
名
名
動
名
動
動

･くらい・ぐらい｜ 助

。
◎形

動
名
名
動
動
名

暗 い

く らう 食ら う

ぐらしきりょう 倉敷料

くらしむき 暮らし向き

く らす 暮らす

くらべる 比べる

くりあげ 繰上げ

くりあげしようか繰上償還
ん

くりあげる 繰り上げる

くりあわせる 繰り合わせる

くりいれ 繰入れ

くりいれきん 繰入金

くりいれげんどが繰入限度額
く

くりいれりつ 繰入率

くりいれる 繰り入れる

くりかえ 繰替え

くりかえきん 繰替金

くりかえし 繰り返し

くりかえす 繰り返す

くりかえる 繰り替える

くりこし 繰越し

繰越〔金〕

くりさげ 繰下げ

くりさげる 繰り下げる

◎
◎

I

人が来る

※寒くなってくる

糸を繰る

。
ｌ
凪
■
■
Ｐ

×較べる

。

←

動
動
形
形
動
名
名
名
副
動

名 ｜◎
く るう

くるおしい

くるしい

くるしがる

くるしまぎれ

くるしみ

く れ

くれぐれも

〈れる

。
◎
。
◎
。
◎
。
◎
。

↑
い

動
動
名
名
名
名
動
名
名
名
動
動
名
名
名
動

I

暮れ方

×呉々も

×呉れる。資料をくれる

援助してくれる

日が暮れる

’

’ 動
形
名
動
名
形
名
名

く るい

くろうと

くわえる

く わけ

くわしい

くわずぎらい

くわだて

□

×委しい・糖しい
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I

(けき）
(<ねけ）

見出し

げきする

げきつう

げきどく

げきぶつ

げきへん

げきやく

け さ

けしいん

けし き

けしきばむ

けしごむ

けしとめる

け す

けずる

け た

けたい

けだし

けっかい

けつこう
、

け1つして
けつじょ

けつする

けっせきとどけ

げっぷばらい

けなみ

けむい

用字・送り仮名
Ｐ
ｒ
Ｊ
４
０
４
‘
９
１
０
９
６
１
１
り
り
１
日
１
，
日
↓
ｆ
９
Ｆ
ｆ
ｌ
・
０
９

考用字・送り仮名見出し

くわだてる

く わ．り

く-わわる

くんじ

激する

激 痛

劇 毒

劇 物

激 変

劇 薬

今 朝

消 印

景 色

気色ばむ

消しゴム

消し止める

消 す

削 る

桁．
け

慨 怠

けだし

決 壊

結 構

決して

欠 如

決する

欠席届

月賦払

毛並み

煙=ゞ い

動
名
動
・
名
名
名
名

企
区
加
訓
訓
群
群

る
り
る
示
辞
衆
集

て
割
わ

|’
〆

■
Ｏ
９
Ｌ
１
ｌ
■
ｆ
ｑ
Ⅱ
町
■
Ｉ
Ｇ
４
“
４
１

法務大臣訓示

訓辞を垂れる

群衆をかき分ける

群集心理

ぐんしゆう

惜しげ

これまでの経緯

形骸化する

窪
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
動
名
名
名
名

■

…………げ

経 緯

形 骸

稽 古

渓 谷

係 争

係 属

継 続

軽 蔑
もう

啓 藻

経 理

毛織物

け が

汚 す

激 臭

激 暑

激 霞

激 ・甚

げ

けいい

けいがい

けいこ

けいこ<

けいそう

けいぞく

I

０
０
凸
Ⅱ
ｆ
可
７
９
０
６
■
Ｉ
６
Ｊ
７
０
ｌ
７
１
０
ｒ
ｌ

×繋争｡係争中の事件,係争物

×繋属。訴訟係属

継続審査
I ‘
。

けいくつ

けいもう

けいり

けおりもの

け が

けがす

げきしゅう

げきしょ

げきしん

げきじん

(専門用語として使用する）

×怪我

f h

’
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(こ）(けむ）

考備用字・送り仮名 用字・送り仮名 ．備 ‘考

ごべんたつ， ごもつとも

御挨拶,御案内

し出見
ご

見出し

けむたい

けむり．

けむる

け る

けわしい

けんお

げんがわ

けんぎ

げんきんばらい

けんけつ

けんさく

けんさずみしよう

けんさん

けんじゅう

げんずる

けんそん

けんていずみ

けんとうちがい

げんに

形
名
動
動
形
名
名
名
名
名
名
名
名
名
動
名
名
名
副
副
名
名
名

癖
癖
形
名
名
形
副
動
動
動
名
名
名
名
名
動
動
名
名
名
名
名
名
名
名
名

。
ノ
、
‐
〕
／
ノ

ご…………

御…………

濃 い

恋

語 蕊

恋しい

こ う

恋 う

請 う

乞 う
。 かん

強 姦

攻撃防御
こう

口 腔

交 差

洪 水

講ずる

高ずる

梗 ま

交替・交代

拘 泥

更 迭

喉 頭

広 範

交 付

公 布

公 報

煙たい

煙

煙 る

蹴 る

険しい

嫌 悪

舷 側

嫌 疑

現金払
けつ

欠 訣

検 索

検査済証

研さん

拳 銃

減ずる

謙 遜

検定済み

見当違い

現 に

厳 に

けんらん

けん

牽 連

堅ろう

一
」 い

申出を蹴る，蹴散らす

、０

－
」
一
」
一
」

い
い
や
つ

し

右舷，左舷 こういう問題 一

恋い慕う

許しを謂（乞）う，案内を請
(乞）う

乞う御期待

。

(専門用語として使用する）

ごうかん

こうげきぽうぎょ

こうこう

こう さ

こうずい

こうずる

×攻撃防禦

(専門用語として使用する）

×交叉。交差点

×研鐵

措霞を講ずる

病気が高ずる

脳梗塞，心筋梗塞

交替で看護する,勤務を交代
する

こうそく

こうたい
現に経験した事実

厳に謹む

×絢燗

(専門用語として使用する）
〔関連〕

×堅牢

うでい

うてつ

うとう

うはん

うふ

一
」
一
」
一
』
一
」
一
」

けんらん

けんれん

けんろう

大臣の更迭

◎×広汎

補助金の交付

法律の公布

戦死の公報こうほう
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(こう）
(ここ）

［
用字・送り仮名

広 報

傲 慢

被 る

高 揚

小 売

小売〔商〕

勾 留

拘 留

肥

声

肥える

越える

超える

氷 ．

凍り付く

氷詰め

東 る

焦がす

木枯らし

股関節

小切手

ご <

穀 物

焦げ茶色

焦げ付く

こけら落とし

こ ・こ

見出し
見出し 用字・送り仮名 備

個々の問題

考

個 々

東える

心 地

ここに

心当たり

心 得

心掛け・心懸け

心構え

心配り

心苦しい．

志

志 す

心尽く.し

心付け

心積り

心強い

心残り

心細い

試 み

試みる

心もとない

快 い

腰掛ける

こしらえる

越， す

超 す

こぞっ.て

名
動
名
副
名
副
名
名
名
形
名
動
名
名
名
形
名
形
名
動
形
形
動
動
動
動
副

一
』
一
』
一
』
一
』

うまん

うむる

うよう

う り

こごえる

ここち

ここに

こころあたり

こころえ

こころがけ

こころがまえ
■

こころくばり

こころぐるしい

こころざし

こころざす

こころづくし

こころづけ

こころづもり
Q

こころづよい；
□

こころのこり

こころぼそい

こころみ

こころみる

こころもとない
● ■

こころよい

こしかける

こしらえる

す
ｰ

←

口居心地

心得違い

こうりゅう

え
一
・
」

こえる

こおり

こおりつく

こおりづめ

こおる

こがす

こがらし

こかんせつ

こぎって

ご <

こくもつ

こげちゃいろ

こげつく

こけらおとし

こ こ

1

f

l
l

’
､

I

×心許無い

’

｜
↓

×栫える。服をこしらえる

峠を越式年を蝉-卜弓に越す

1000万人を超す人口

×挙って。こぞって賛成するこぞって

68
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(こと）
(こた）

用字・送り仮名見出し

ことわる

こ の

このごに

このさい

このたび

このましい

このむ

こばむ

ごびゅう

ごぶさた

こぶし

こまかい

こまかだ

こまりはてる

こまる

ご み

こみあう

ごみやきば

こ む

備 考
用字・送り仮名、

し

草
え

出

た

見

一
」

断 る

こ の

この期に

この際

この度

好ましい

好 む

拒 む
びゅう

誤 謬

御無沙汰

拳

細かい

細かだ

困り果てる

困 る

ご． み

込み合う。混み合う

ごみ焼場

込 む

混 む

子 守

龍もる

肥やし

雇 用

御用納め

御用始め

動
嘩

答

答 え

応える

答える

木 立

こだわる

小 包

事

こ と

言

異

事 柄

ごと く

ことごとく

殊 更

今 年マ

言付ける

言づて

異なる

殊 に

…ごとに

殊の外

子 供

ことわり

断 り

断り状

×此の。この机， この点

この期に及んで

×此の際

×此の度

こたえる

名
名
形
動
動
名
名
名
形
獅
動
動
名
動
名
動
動
名
動
名
名
名
名

■

こだち

こだわる

こづつみ

こ と

蹟呼鵜として使用する）

握り拳

ことがら

ごと く

ことごとく

ことさら

こと し

ことづける

ことづて

ことなる

ことに

ごとに

ことのほか

こども

ことわり

ト

９
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
い
り
■
Ｉ
４
ト
ー
‐
Ｈ
１
‐

‐
１
１
１
６
０
０
■
０
，
１
１
ｏ
Ｐ
４
７
ｊ
６
０
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｏ
１
９
Ｊ
０
＄
も
ｒ
ｌ
Ｂ
・
ｐ
１
Ｉ
Ｕ
４
１
４
ｆ
Ｉ
１
０
１
６
９
４
９
・
‐
’
１
り
Ｉ
！
。
ｂ
Ｌ
■
Ｑ
ｑ
ｉ
■
■
■
■
ｆ
■
７
４
■
■
■
，
△
■
Ｉ
△
■
０
０
１
０
６
凸
Ｉ
Ｐ
０
９
■
８
１
Ⅱ
１
１
７
０
口
■
ｐ
１
．
１
・
０
０
‐
０
１
！
■
０
０
０
１
■
９
１
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
９
ｌ
０
ｂ
８
Ｉ
ト
リ
ー
■
■
。
■
■
Ｔ
６
ｒ
６
ｈ
ｊ
“
Ⅱ
１
１
口
卜
０
１
４
４
．
ｊ
１
６
‐
‐
↓
９
１
１
０
‐
日

ごみ箱

負けが込む,手の込んだ仕事

電車が混(込）む,混（込）
み合う

◎

煙が龍もる，穴倉に龍もる
心が龍もる

こもり

こもる

こやし

こよう

ごようおさめ

ごようはじめ

×雇傭

ことわりじよう
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(こら＃ さい） 洲
一
考見出し

さいわいに

さえぎる

さおだけ

さかい

さかいめ

さかさ

さがしだす

さがす

備 考

肩を凝らす,工夫を凝らす

悪人を懲らす

用字・送り仮名用字・送り仮名見出し

こらす

備

幸いに

遮 る

さお竹

境

境 目

逆 さ

捜し出す

捜 す

探 す

逆立ち

遡 る

逆ら う

盛 り

下がる

盛んだ

先

崎

先駆け

先取特権

さきに

先走る

先払い

咲き誇る

先ほど

先行き

先んずる

割 く

動
動
動
動
代
名
動
動
動
動
動
名
名
名
名
名

凝らす

懲らす

懲り る

凝 る

こ れ

頃

転がす

殺 す

転 ぷ

怖がる

壊 す

痕 跡

献 立

根 底

昆 布

根負け

甲

副
動
名
名
名
名
動
動
動
名
動
動
名
・
動
淘
名
名
名
名
副
動
名
動
名
名
動
動

こ り る

こ る

こ れ

こ ろ

ころがす

ころす

ころぷ

こわがる 、

こわす

こんせき

こんだて

こんてい

こんぶ・こぶ

こんまけ

×竿竹

生死の境

×是・之

日頃，近頃，手頃,頃合い
この頃， 3日頃

犯人を捜す

空き家を探す,あらを探す
さかだち

さかのぼる

さからう

さかり

さがる

さかんだ

さ き

×恐がる

×穀す

働き盛り。

×根抵

先に立つ，庭先

観音崎

×魁

。

×先に。さきにお知らせした

さきがけ

さきどりとつけん

さ きに

さきばしる

さきばらい

さきほこる

さきほど

さきゆき

さきんずる

さ く

才能，才覚，秀才

歳末，歳月，二十歳

悲運の最期を遂げる

殻後に出発する

×最少限度

名
名
名
名
名
名
名
”

才

歳

最 期

最 後

最小限度

采 配

幸 い

幸いだ

さ い

さいご

さいしようげんど

さいはい

さいわい

さいわいだ

×先程

Ｌ

Ｊ

Ｐ

ｉ

■

▽

中

心

上

り

ｊ

９

０

０

Ｆ

ｂ

５

１

り

１

９

１

４

４

，

１

０

や

Ｈ

ｒ

４

■

●

８

９

９

・

口

十

号

３

＆

な

■

８

，

■

Ｂ

■

■

時間を割く，人手を割く
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(さし）(さく）

りお

れ
て
ど

入
し
画

差
計
の
め
子
す

粟
長
し

お
◎
課
◎
。
さ
◎
◎

園
名
動
名
動
名
名
動
名
動
動
名
名
名
動
名
副
動
名
名
動
名
動
動
汗
名
名

見出し

さしあたり

さしいれ

さしいれる

さ しえ

さしおく

さしおさえ

用字・送り仮名

差し当たり

差入れ

差し入れる

挿 絵

差し置く

差押え

差押倫令〕

差し押さえる

差し替え

差し替える

差し掛かる

差し金

座 敷

差し障り

差し障る

指 図

さしずめ

差し迫る

差し出し口

差出人 ．

差し出す

差し支え

差し支える

差し遣わす

差し出がましい

差止め

差止請求
母

用字・送り仮名見出し

さ <

さ くい

さ くご

さ.<する

さくせい

さくつ（づ）け

さくつ（づ）けめ
んせき

さくてい

さぐる

さげすむ

さけぶ

さける

さげる

さげわたす

ささいな

ささえる

ささげる

ささやか

ささやく

さ さる

さしあげる

さしおさえる

さしかえ

さしかえる

さしかかる

さしがね

ざしき

さしさわり

さしさわる

さ しず

さしずめ

さしせまる

さしだしぐち

さしだしにん

さしだす

さしつかえ

さしつかえる

さしつかわす

さしでがましい

さしとめ

さしとめせいきゅ
う

●

1
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～

(さし）
(さち）

用字・送り仮名 考見出し

さしとめる

さしはさむ

さしひかえる

さしひき ．

さしひきかんじよ
う

さしひきぽ

さしひく

さしまわし

さしもどし

さしもどししん

さしもどす

さ す

斗
用字・送り仮名 備 考

海の幸，山の幸動
動
動
名
名
名
動
名
名
名
動
動
動
動
動

差し止める

差し挟む

差し控える

差引き

差引勘定

差引簿

差し引く

差し回し

差戻し

差戻審

差し戻す

指 す

差 す

刺 す

挿 す

さすがに

授ける

挫 折

誘い出す

誘 う

沙 汰

定 か

定まる

定 め

定めし

定める

名
名
名
動
副
接
名
動
動
名
名
動
動
形
麹
名
動
動
副
名
”
動
、
動
勤
動
動
形

疑いを差し挟む

早急に対処する

察するところ

早速連絡する

さて次に

。

。
◎
◎

I

差し回しの車

。

法の裁き

×捌き°手綱のさばき

×捌く°品物をさばく

罪を裁く

指し示す,目的地を指して進む

傘を差す，差しつ差されつ

人を刺す， とげ力調さる

花瓶に花を挿す

×流石に。さすがに暑い，さ
すがの名人も

！

，

×錆止め

×錆びる

町が寂れる

×左程さほど重要ではない

様にならない，○○様

副さすがに

さずける

ざせつ

さそいだす

さそう

さ た

さだか

さだまる

さだめ

さだめし

さだめる

Ｏ
Ｉ
ｂ
ｆ
ｌ
６
ｌ
ｒ
Ｌ
■
■
０
１
り
Ｉ
上
１
１
ｋ
■
？
１
０
Ｆ
卜
、
■
■
旧
０
口
■
７
１
Ⅱ
？
■
■
■
■
日
■
■
７
０
１
Ⅱ
０
８
凸
７
１
６
９
ｌ
■
ｑ
‐
‐
Ｉ
Ｉ
６
０
‐
ｌ
Ⅱ
１
１
１
９
１
‐
１
‐
１
１
り
０
４
１
４
ｒ
‐
１
１
ト
ー
４
６
‐
Ｉ
０
０
４
１
０
■
ザ

動
名
動
動
名
獅
動
名
副
動

音沙汰もない

行方は定かではない
湯を冷ます

目を覚ます，眠りを覚ます

×醒ます。酔いをさます

定めしお困りだろう

×妨裡う

×寂しい．淋しい
76
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(さん， しあ）(さみ）

見出し

さんみいったい

さんろく

用字・送り仮名 品詞考 術用字・送り仮名
司
川
ご

一
菫
ｐｌ
ｐ
酢 備 考見出し

さみだれ

さむい

さむぞら

さめる

三位一体

山 麓

名
名

名
形
名
動
動

□五．月雨

寒 い

寒 空

冷める

覚める

さめる

再来…

さらさら

さらさら

さ らに

更 に

去 る

去 る

騒がしい

騒 ぎ

騒 ぐ

爽やか

触 り

障 り

触 る

障 る

傘 下

暫 時

参 酌

三色刷り

桟 橋

料理が冷める，熱が冷める

目力境める.迷いが覚める

×醒める．槌める。酔いがさ
める，色がさめる

再来週，再来年

×更々。そんな気はさらさら
ない

さらさらした砂

さらに，…

更に検討する

冬が去る，去るに当たり

去る五日

試 合

仕上げ

仕上機械

仕上工

幸 せ

幸せだ

窓 意

虐げる

強いて

強いる

仕入れ

仕入価格

仕返し

仕掛花火

仕掛品

仕掛ける

しかし

しかしながら

仕 方

じかに

じかも

叱 る

しかるに

しあい

しあげ

しあげきかい

しあげこう

しあわせ

しあわせだ

し い

しいたげる

しいて

しいる

しいれ

しいれかかく

しかえし

しかけはなび

しかけひん

しかける

しかし

しかしながら

しかた

じかに

しかも

しかる

しかるに

名
名
名
名
名
獅
名
動
副
動
名
名
名
名
名
動
識
識
名
副
識
動
識

◎

動

。

◎

×仕合わせ

さ らい

さらさら 副

副
識
副
動
錘
形
名
動
鋤
名
名
動
動
名
名
名
名
名

７

さ らに

さ る

さわがしい

さわぎ

さわぐ

さわやか

さわり

卜

’

爽やかだ

手触り，話の触り

治療の障りになる

品物に触らないこと

気に障る

傘下の組合

暫時休憩します

事情を参酌する

。
◎

Ⅱ

．

さわる
×然し．併し

×併し乍ら

仕方がない

×直に

×然も

子供を叱る

×然るに

や
り

さんか

ざんじ

さんしゃく

さんしょくずり

さんばし
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(しし）
(しか）

見出し

ししゅつずみがく

しずかだ

しずむ

しずめる

用字・送り仮名 備 考
用字・送り仮名見出し

しかるくく

じかんわり

しきあみ

しきい

しきいし

しききん

じきじき

しきたり

しきち

しきふ

しきもの

しき り

しきりに

しきる

じくうけ

し < み

しげき

しげる

じ ご

支出済額

静かだ

沈 む

沈める

静める

鎮める

資する

侍する

持する

辞する

肢 体

次 第

慕 う

下 請

下請工事

従 う

従える

下曾き

したがって

従って

支 度

仕出し

親しい

仕出屋

下鯛べ

したためる

名
函
動
動
動
動
動
動
動
動
名
名
動
名
名
動
動
名
識
副
名
名
形
名
．
名
動

しかるべく

時間割

敷 網

敷 居

敷 石

敷 金

直 々

仕来り

敷 地

敷 布

敷 物

仕切り

しきりに

仕切る

軸 受

仕組み

刺 激

茂 る

じ 後

事 後
し

嗜好品

至 極

仕込む

子 細

磁 石

始 終

船を沈める

気を静める

反乱を鎮める，痛みを鎮める

会の発展に資する

先生のそばに侍する

満を持する

役員を辞する

しする

じする

したい

しだい

したう

したうけ

したうけこうじ

したがう

したがえる

したがき

したがって

式次第，…する次第である

。

◎

法律に従う

×従って。したがって，…

仕事が進むに従って，年を
とるに従って

したく

しだし

したしい

しだしや

したしらべ

したためる

しこうひん

しごく

しこむ

し さい

じしゃく

しじゅう

◎

×認める。手紙をしたためる
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(した） (しな）

考備用字・送り仮名 見出し

しない

しなぎれ

しなさだめ

じなり

しにぎわ

しにせ

しにたえる

しにどき

しにわかれ

し ぬ

しのぐ

しのぶ

見出し．

したたる

したづみ

したて

したてけん

したてもの

したてや

したてる

したばたらき

したまわる

したみ

したむぎ

したよみ

しちいれ

しちいれしようけ
ん

しつけ

用字・送り仮名 備 考

動
名
名
名
名
名
動
名
動
名
名
名
名

滴 る

下積み

仕立て

仕立券

仕立物

仕立屋

仕立てる

下働き

下回る

下 見

下向き

下読み

質入れ

竹 刀

品切れ

品定め

地鳴り

死に際

老 舗

死に絶える

死に時

死に別れ

死 ぬ

しのぐ

忍 ぷ

しのぷ

しばしば

芝 生

支 払

支払延期

支払済み

支払人

支払元受高

支払う

しばらく

縛 る

字 引

地引､き網

地響き

名
名
名
名
名
名
動
名
名
動
動
動
動
副
名
名
名
名
名
名
動
副
動
名
名
名

□

。
◎
◎ □

商売が下向きになる ×凌ぐ。暑さをしのぐ，先輩
をしのぐ

不便を忍ぶ

×偲ぶ･慕ぶb故郷をしのぶ

×屡々

□

◎

名 ｜◎質入証券 しばしば

しぱふ

しはらい

しはらい．えんき

しはらいずみ

しはらいにん

しはらいもとうけ
だか

しはらう

しばらく

しばる

じびき

じびきあみ

じひびき

×裳。しつけの厳しい家庭

仕付け糸 。

名
名
名
動
名
名
名
副
副
名
名
名

しつけ

仕付け

実． 情

失する

叱 資

失 除

嫉 妬

じつと

実 に

疾 病

尻 尾

じつじよう

しっする

しっせき

しっそう

しっと

じっと

じつに

しっぺい

しっぽ

し な

時機を失する

叱責を受ける

◎

嫉妬する，嫉妬心

じっと立っている
×暫く

◎

□

口
崩｝
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(しめ）(しふ）

考 見出し備 用字・送り仮名 備 考

水で喉を湿す

用字・送り仮名

1
湿 す

締め出す

湿 る

占める

閉め《る

絞める

締める

諮 問

指 紋

酌 量

謝す．る

遮 断
上？っ

惹 起

遮 弊

砂 利

車 両

汁

差恥心

十 分

修 練

主管者

縮 小

種 々

出 一請

腫 癌
しゅん

竣 功

動
動
動
動
動
動
動
名
名
名
動
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
副
名
名
名

形
副
動
動
動
名
動

渋々承諾する しめだす

しめる 土が湿る

多数を占める

蓋を閉める，店を閉める

首を絞める

ねじを締める,心を引き締める

諮問機関

指紋を採る

手ぬぐいを絞る

乳を搾る

店を仕舞う‐

※書いてしまう

始末書

×仕末する ‘

戸が閉まる

首が絞まって苦しい

ひもが締まる

インクが染みる

×沁みる．浸みる．謬みる
東みる。煙が目にしみる

しもん

名
動
動
動
動
動
動
名
名
動
名
名
名
名
動
名
動
動

しやくりよう

しやする

しやだん

じやつき

しゃへい

じやり

しやりよう

じゅ う

しゅうちしん

じゅうぶん

しゆうれん

しゆかんしや

しゆくしよう

しゅじゅ

しゅつえん

しゅよう

しゅんこう

厚意を謝する

(専門用語として使用する）

□

×車輌

果汁
◎

×充分。十分な手当
。
◎
。
◎ ×縮少

(専門用語として使用する）

悪性の腫瘍

×締め括り

(専門用語として使用する）
×竣工。 〔完成〕

根拠を示す
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(しよ）(しゆ）

見出し

しようずみれんり
ょう．

しようする

用字・送り仮名考 考用字・送り仮名見出し

じゅんしゆ

じゆんずる

遵 守

殉ずる

準ずる

しゅん別

紹 介

照 会

生 涯

障 害

傷 害

渉 外

召 換

消 却

償 却

焼 却

状 況

憧 慢

条件付

条件付採用

証拠調べ

性懲りもなく

小 差

証 左

召 集

招 集

上 手

使用済み

名
動
動
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

使用済燃料

証する

称する

賞する

尚 早

焼 酎

招へい

徐々に

所 詮

所得割

処方簔

処理済み

じ らい

白 髪

白ける

知らせ

鯛 べ

鯛くる

尻

知り合う

尻上がり

尻切れ

退 ． ＜

退ける

印

記 す

名
動
動
動
名
名
名
副
名
名
名
名
副
名
動
名
名
動
名
動
名
名
動
動
名
動

国に殉ずる

先例に準ずる

×峻別

知人に紹介する

本籍地に照会する

生涯の仕事

×障碍。障害物

傷害罪

渉外係

適法性を証する

自ら名人と称する

花を賞する
しゅんくつ

しょうかい

〆

しようそう

しょうちゆう

しょうへい

じょじょに

しょせん

しよと<わり

しょほうせん

しよりずみ

じらい

し らが

しらける

し らせ

し らべ

しらべる

し り

しりあう

しりあがり

しりきれ

しりぞく

しりぞける

しる し

しるす

しょうがい
×招聡

◎

しようかん

しょうきやく 負債の消却

減価償却

書類を焼却する
×爾来。 〔以後，その後〕

□

じようきょう

しょうけい

じょうけんつき

じょうけんつきさ
いよう

しょうこしらべ

しようこりもなく

しようさ

｢憧僚」は「どうけい」とも

◎条件付の許可
調べが済む，笛の調べ

名

尻込み， 目尻，尻餅
名
名
名
名
名
名
名
名

小差で勝つ

証左を求める

国会の召集

株主総会の招集

□

しようしゅう

×斥ける

印を付ける，記念の印

×印す･誌す。姓名を記す，
心に記す

じょうず
ら

しようずみ
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(しん，すい）
（しる）

用字・送り仮名
見出し

じんぞう

じんだい

しんたいうかがい

しんちよ<

しんにゅう

用字・送り仮名 備 考備 考

×導べ・標。道しるべ

知るべを頼る

※間違いかもしれない

名の知れた人

□

腎 臓

甚 大

進退伺

進 捗

侵 入

浸 入

信びょう

親 睦

尋 問

信用貸し

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

名
名 被害甚大

動
名
名
名
動
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

家宅侵入

水が浸入する

×信懸

親睦を図る，親睦会

×訊問

しんぴよう

しんぼ<

じんもん

しんようがし

◎
一

×鼓寄せ

(水浸しにして害する。専門
用語として使用する）

すいあげる

すいこう

吸い上げる

遂 行

推 考

推こ う

吸い込む

出 納

推 認

随 分

すう勢

据置き

据置〔期間〕

据え置く

末恐ろしい

据付け

据え付ける

動
名
名
名
動
名
名
副
名
名
名
動
形
名
動

ざ

◎
任務を遂行する

制度の変革を推考する

×推敲。文章を推こうする
(専門用語として使用する
〔参酌〕 む

う
ん
ん
い
き

こ
と
に
ぶ
せ
お

い
い
い
い
一
つ
』
え

す
す
す
ず
す
す

心証を害する

身上を潰す

思想信条の自由

遺族の心情を察する

真情を吐露する

身上調査

×侵蝕。領土を侵食する

×浸蝕。海岸が浸食される

推認する

×趨勢

◎

。

1画 一

すえおく

すえおそろしい

すえつけ

すえつける

◎

89
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(すす）
（すき）
一一一■一一一一一一一

見出し

r~r
すききらい

すぎさる

すぎない

すぎなみき

すきま

すぎる

く
野
し

泣
裾
ノ

リ
の暖
士
宛

冨

動
名
名
動
助
名
副
名
名
名
名
露
形
副
動
動
動
名
動

見出し

すすりなく

す． そ

すだち

すたれる

ず つ

すていし

すでに

すてば

すてみ

すてる

すどおり

すなわち

すばやい

すべて

すべりこむ

すくる

用字・送り仮名備 考
一

食べ過ぎ， 10時過ぎ

用字・送り仮名

すすり泣く

裾

巣立ち

廃れる

ず つ

捨て石

既 に

捨 場

捨て身

捨てる

素通り

すなわち

素早い

全 て

滑り込む

滑 る

統くる

住まい

済ます

済 み

〔支出〕済〔額〕

住み込み

速やかだ

速やかに

住 む

澄 む

済． む．

名
名
動

過 ぎ

好き嫌い

過ぎ去る

…(に）すぎない

杉並木

隙間・透き間

過ぎる

す．ぎる

救い出す

救 う

り

※調査だけにすぎない

名
名
動
法の隙間（透き間）

期限が過ぎる

少なすぎる，言いすぎる

動
動
形
副
副
副
動
動
副
動
副
獅
名
名
形
名
動
動
動

すくいだす

すぐ う

すくない

すぐなからず

すくなくとも

すぐに

すぐれる

すける

すこし

すごす

すこぶる ‘

すこやかだ

すじあい

すじがき

すずしい

すすはらい

すすめる

×紗<とも

×直に

すまい

すます

す み

ず み

すみこみ

すみやかだ

すみやかに

す む

×頗る

使用済み

◎

名
函
副
動
動
動

の

町に住む

水が澄む

仕事が早く済む

交渉を進める

×奨める。入会を勧め

候補者として薦める
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(すも，せい） (せい）

備用字・送り仮名 考 見出し

せいぼ

せおう

ぜがひでも

せきずい

せきちゅう

せきつい

せきとめる

せきとり

せっかく

せつしょう

せっする

用字･'送り仮名 備 考

名
名
動
動
動
動
形
名
動
動
動

□相 撲

擦り傷

す る

す る

刷 る

擦 る

鋭 い

座込み

座り込む

座 る

据わる

すもう

すりきず

す る

歳 暮

背負う

是が非でも

脊 髄

脊 柱

脊 椎

せき止める

関 取

せっかく

折 衝

接する

節する

摂する

絶する

せつ然

刹 那

切 に

狭まる

是 非

迫 る

責 ・ め

攻める

責める

競り合う

せわしい

世話好き

腺

名
動
零
名
名
名
動
名
副
名
動
動
動
動
名
名
副
動
副
動
名
動
動
動
形
名
名

×摺る・摘る。墨をする，財
布をする

×為る勉強をする,検討する

名刺を刷る，刷り物

マッチを擦る 、

×塞き止める

。

×折角

×接渉

境界を接する,急報に接する

冗費を節する,食事を節する

政事を摂する

言語に絶する,想像を絶する

×裁然。せつ然たる差

するどい

すわりこみ

すわりこむ

すわる

◎

×坐る。椅子に座る

目が据わる

0

1．，

ぜっする

せつぜん

せつな

せつに

せばまる

ぜ 、ひ

せまる

せ め

せめる

名
名
名
名
名
名
名
名
名
動
動
動
名

逝
制
制
製
清
精
凄
却
脆
斉
制
征
製
整

去
御
作
作
算
算
惨
弱
唱
る
る
る
頓

せいきよ

せいぎよ

せいさく

×制禦

出品作品の制作

家具の製作

借金の清算

運賃の精算

凄惨な現場

(専門用語として使用する）

せいさん

是非お願いする

×逼る

責めを負う

敵を攻める

過失を責める

ぜいじゃく

せいしよう

せいする 発言を制する,騒ぎを制する

敵を征する

家具を製する

轄理轄頓

す
す
す

せりあう

せわしい

せわずき

せ ん

×忙しい

せいとん

甲状腺， リンパ腺，前立腺
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I (そう）
(せん，そう） ’

用字・送り仮名

そう明

草 履

添え書き

添える

遡及効

則する

即する

狙 鑿

そ こ

底

そ ご

湖 鰭

損なう

そし り

注 ぐ

唆 す

育 つ

措 置

率 先

率 直

卒 倒

袖

措 定

備置き

･備え置く

備付け

備付品

考 見出し

そうめい

ぞう り

そえ．がき

そえる

そきゅうこう

そくする

品詞 備
明聡×

□

考備用字・送り仮名
『
、
召

一
三
口

ロ
叩

見出し
一

せんえん

ぜんかい

せんこう

せんさく

ぜんじ

せんたく

せんどう

せんぬき

せんぼう

ぜんぼう

名
名
名
動
名
動
動
名
代
名

名
名
名
名
副
名
名
名
名
名

延
壊
考
索
次
濯
動
抜
望
貌

遷
全
選
詮
漸
洗
扇
栓
羨
全

。×全潰

x詮衡

漸次進行しつつある

法に則して

事実に即して×煽動

◎
圭
一
ロ
ー
」

げそ
そ そこにある本

川の底

(専門用語として使用する）
〔食違い〕

名そ ご

そこなう

そし り

そそぐ

そそのかす

そだつ

そ ち

そっせん

そっちよく

そっとう

そ で

そてい

そなえおき

そなえおく

そなえつけ

そなえつけひん

動
名
動
動
動
名
名
名
名
名
名
名
動
名
名

そうしてください

×副う。意見に沿う

連れ添う

病状が増悪する

憎悪の念

副
動
動
名
名
名
名
名
名
副
形
形
副
名
名

そ う

沿 う

添 う

増 悪

憎 悪

総 括

巣 窟

総 合

相 殺

総じて

騒々しい

そうそうたる

早々に

装 丁

挿 入

一

つそ ×誇り ・誹り・識り

×潅ぐ

ぞうあく

ぞうお

そうかつ

そうくつ

そうごう

そうさい

そうじて

そうぞうしい

そうそうたる

そうそうに

そうてい

そうにゅう

措置を識ずる

×卒先

×綜合

半袖

総じて増加の傾向にある

◎

×鐵々たる

早々に御連絡ください

×装頓・装釘

’
。
◎
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(そん，た）
(そな）

見出し

そんしょく

そんじる

そんする

用字・送り仮名
罰
則
〕

三
一
脚

ロ
叩 備 考

遜色がない

価値を損じる，機嫌を損じる

この世に存する限り

それがよいと存じます，
御存じの｡…

｜ 備 考|品詞用字・送り仮名見出し

そなえつける

そなえもの

そなえる

遜
損
存
存

色
る
る

名
動
動

動
名
動
動
“
名
動
名
形
動
名
名
名
名
名
動
動
副
動

備え付ける

供え物

供える

備える

そ の

そ ば

そびえる

素 朴

粗宋な

く
ゴヒ

目

〔型絵〕染

染 め

初 め

疎 明

染 物

染める

初める

そもそも

反らす

そらす

空頼み

そ れ

それぞれ

それゆえ

そろう

そろえる

じ
す
ず

花を供える

×具える。電話を備える

×其･その他，そのほか

×側・傍。机のそば

×裳える。山がそびえる

ぞんずる 動る

そ の

そ ば

そびえる

そぼく

そまつな

そむく

そ め

た

た い

たいあたり

たいがい

たいした

たいして

たいしょ

たいしよう

他

…たい

体当たり

大 概

大した

大して

対 ・ 処

対 称

対 象

対 照

対する

体する

帯する

体 制

体 勢

態 勢

大 成

大 、 勢

堆 積

大切に

その他，他国

×度い･参照願いたい鋤
名
副
蘂
副
名
名
名
名
動
動
動
名
名
名
名
名
名
副

大概大丈夫だろう

大した腕だ

大して参考にならない

適切に対処する

左右対称

調査の対象を絞る

本文と対照する

国に対する要求

意を体する

使命を帯して

政治の体制，資本主義体制

体勢を崩す，不利な体勢

態勢を整える，受け入れ態勢

研究を大成する

大勢を見通す，大勢に従う

火山灰が堆積する

×叛〈 ‐

◎友禅染

染め粉，染め色

書き初め，出初め式

×疏明

◎

布を染める

見初める，明け初める

×抑も

体を反らす

×逸らす。目をそらす,話を
そらす

そめい

そめもの

そめる

たいする

そもそも

そらす

たいせい
動

名
代
副
識
動
動

そらだのみ

そ れ

それぞれ

それゆえ

そろう

そろえる

く

×夫・其

×夫々. ．其々

×それ故

×揃う。人数がそろう

×揃える。資料をそろえる

たいせき

たいせつに１
１’
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(たい） (たく）

仮名■■

■

備 考

大層明るい

大体良い

大抵のことは分かる

大分元気になった

大変気に入った

見出し

たいそう

だいたい

たいてい

だいぶ（だいぶん）

たいへん

たいらかだ

たい！らだ

たうえ

だえき

たえしのぶ

たえず

たえる

見出し 用字・送り仮名 備 考

×焚く・薫く。火をたく，香
をたく

大 層

大 体

大 抵

大 分

大 変

平らかだ

平らだ

田 植

唾 液

堪え忍ぶ

絶えず

耐える

堪える

絶える

倒 す

多 寡

吉
画

高 い

互いに

高まる

耕 す

高らかだ

抱き合わせ

抱き込む

炊き出し

たき付け

炊 く

副
副
副
副
副
鋤
魎
名
名
動
副
動
動
動
動
名
名
形
副
動
動
鋤
名
動
名

た． ＜

抱 ． ＜

類 い

たくさん

巧みだ

蓄える

丈

…だけ

足 し

出 し

出し入れ

確かさ

確かだ

確かめる

出し物

多 少

足 す

出 す

助け船

助ける

携わる

訪ねる

尋ねる

蛇． 足

た だ

戦 う

動
動
名
副
麺
勤
名
助
名
名
名
名
函
動
名
副
動
動
名
動
動
動
動
名
副
動

■

だ く

た くﾞ い

たくさん

たくみだ

たくわえる

た け

だ け

た し

だ し

だしいれ

たしかさ

たしかだ

たしかめる

だしもの

たしょう

た す

だ す

たすけぶれ

たすける

たずさわる

たずねる

！
〃
■
ｐ
‐
・
日
！
‐
、
‐
、
、
．
‘
ｑ
．
。
，
’
４
１
．
口
画
１
９
１
‐
上
函
彦
１
８
’
。
〃
ｌ
」
Ｉ
ｆ
０
ｐ
Ｖ
Ｉ
▼
０
，
ｆ
４
．
０
，
１
１
１
わ
。
」
刀
。
号
■
ロ
ロ
０
，
．
日
、
１
０
。
■
画
Ｂ
１
６
，
．
１
１
１
‐
。
。
。
■
□
々
９
日
■
’
０
１
了
◇
，
‐
１
０
●
。
■
■
ロ
。
■
ロ
“
■
官
、
冬
‐
・
も
▼

■

ｂ

×比い。類いまれな人物，
針葉樹の類い

×沢山

×貯える

身の丈

×…丈。調査しただけである

生活費の足しにする

人を出しにする

◎

地震に耐える

困難に堪える

家系が絶える

ヘ

たおす

た か 金額の多寡を問わない

売上高
I

用を足す

意見を出す

たかい

たがいに

たかまる

たがやす

たからかだ

だきあわせ

だきこむ

たきだし

たきつけ

た く

血
１
０
０
４
叩
１
１
６
１
１
Ⅱ
１
ｊ
Ｉ
Ｉ
０

I

０
凸
Ｕ
８
ａ
１
１
Ｂ
９
ｌ
０
１
ｌ
上
り
ｊ
ｊ
Ｊ

知人を訪ねる

道を尋ねる,由来を尋ねる，
尋ね人

だそ く

た だ

たたかう

’
名
勤
×焚付け ×唯・只

敵と戦う御飯を炊く I

98

99
’

|I



’
(たた）

労

燗
一
考

見出し 用字・送り仮名 備 考

×斗う。病気と闘う

×叩き上げる

×叩く ・敲く。机をたたく

×但し

◎×但書

△

▼

ｌ

‐

・

Ｏ

Ｌ

Ｉ

ｌ

1
用字・送り仮名 備

闘・ う

たたき上げる

たたく

ただし

ただし書

正し さ

正 す

ただす

直ちに

畳

漂 う

………たち

太 刀

立会い

立会演説

立会人

立ち会う

立ち上がる

立ち居振る舞い

立入り

立入禁止

立入検査

立ち入る

太刀打ち

立ち売り

立ち往生

動
動
動
識
名
名
，
動
動
副
名
動
窪
名
名
名
名
動
動
名
名
名
名
動
名
名
名

Ｆ

９

名
名
名
動
名
名
動
名
副
名
名
動
動
動
動
動
名
動
動
名
形

●

たたきあげる

たたく

ただし

ただしがき

ただしさ

ただす

Ｉ
凸
９
１
１
４
■
。
‐
１
１
ｈ
ｑ
４
ず
Ｐ
５
？
＆
●
凸
■
も

■
ｒ
ｆ
Ⅱ
０
１
０
１
１
も
Ｖ
１
０
０
１
１
凸
■

誤りを正す，姿勢を正す

×糺す・質す。罪をただす
真意をただす

□

。

×忽ち

立ち回り先

ただちに

たたみ

ただよう

た． ち

’
１
１

×･･･達。若者たち,私たち，
(友達）

□

◎ ．

◎

◎

×起つ・発つ。席を立つ，見
通しが立つ，旅に立つ

消息を絶つ，命を絶つ

家が建つ，銅像が建つ

退路を断つ,快刀乱麻を断つ

生地を裁つ，紙を裁つ

I

たちあい

たちあいえんぜつ

たちあいにん

たちあう

たちあがる

たちいふるまい

たちい･り

たちいりきんし

たちいりけんさ

たちいる

たちうち

たちうり

たちおうじよう

ロ
■
Ⅱ
７
．
Ｏ
Ｂ
，
。
。
◆
４
４
口
９

I

目的を達する

危機を脱する

◎ 1凸
■
七
■
０
Ｕ
■
口
Ｕ
▲
■
■
■
■
■
■
上
■
ｇ
△
Ｂ
ｒ
け
■
上
６
り
９
。
。
■
ｐ
０
凸
■
０
巾
△
Ｉ
９
Ｌ
Ｐ
．
ｐ
ｌ
７
９
■
９
■
日
９
０
９
．
０
・
■
口
■
■
■
０
９
０
．
７
■
ｂ
０

貴い体験，箕い資料

◎

形 尊い犠牲を払う，尊い神

時間を貴ぶ

神仏を尊ぶ

動
動
名
名

とても太刀打ちできない

◎
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1
(たつ） (たと）

’
見出し

だつろう

た て

たてうり

たてかえ

用字・送り仮名 備 考

一部に脱漏がある

×楯

見出し

たとえば

たとえる

たどる

たなあげ

たなおろし

たなおるししさん

たなばた

たねぎれ

たのしい

たのむ

たのもしい

たばこ

たばねる

た び

用字・送り仮名 備 考

脱 漏

盾

建て売り

立替え

建替え

立替金

立替払

立て替える

建て替える

縦書き

立て掛ける

建 、具

立て込む

立て続け

建 坪

立て直し

建て直し

建 値

立 札

建 前

奉 る

建 －－物

立てる

建てる

たとい。たとえ

例 え

名
名
名
名
名
名
名
動
動
名
動
名
動
名
名
名
名
名
名
名
動
名
動
動
副
名

例えば

例える

たどる

棚上げ

棚卸し

棚卸資産

七 夕

種切れ

楽しい

頼 む

頼もしい

たばこ

束ねる

………たび

度

足 袋

旅

度重なる

旅立つ

多 分

食べかけ

食べ過ぎ

食べ物

食くる

玉

球

弾

副
動
動
名
名
名
名
名
形
動
形
名
動

×響える・職える

×辿る。記憶をたどる

提案を棚上げにする

凸
■
■
９
口
Ⅱ
甲
●
３
０

◎お金の立替え

住宅の建替え

。

◎

代金を立て替える

家を建て替える

たてかえきん

たてかえばらい

たてかえる

。
□

『

たてがき

たてかける

たてぐ

たてこむ

たてつづけ

たてつぽ

たてなおし

×頼母しい

×煙草．◎

…するたび，一たび

度々， この度

□

旅先

◎

計画の立て直し

家の建て直し

◎

。

◎建前と本音

会長として奉る

◎

計画を立てる，顔を立てる

ビルを建てる，銅像を建てる

×仮令。たとえ雨が降っても
行く

×響え・職え。例え話

名
名
名
動
動
副
名
名
名
動
名
名
名

ね
だ
え
る
の
る

て
密
璋
》
・
耐
て

た
た
た
た
た
た

たびかさなる

たびだっ

たぶん

たべかけ

たべすぎ

たべもの

たくる

た ま

心
幻
日
凸
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
ｒ
Ｆ
＆
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
グ
ー
■
■
０
■
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｄ
■
日
■
■
■
Ｂ
■
■
、
口
，
■
■
Ⅱ
ｌ
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
６
■
■
■
■
日
■
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ

たとい

たとえ

目の玉，玉にきず,玉を磨く

電球の球，球を投げる

鉄砲の弾
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I

(たま） (たん， ちい）

見出し

たんずる

だんずる

用字・送り仮名用字・送り仮名見出し 備

霊屋，霊祭り

×願す

考 備

不運を嘆ずる

犯人と断ずる

世相を談ずる

琴を弾ずる

考

ず
ず
ず
ず
的
取
な

名
動
名
名
動
動
名

嘆
断
談
弾
端
段
単
・
単
鍛

霊

だます

玉突き

たまもの

黙 る

賜 る

手向け

た め

駄 目

駄目押し

試 す

篭める

ためる

保 つ

絶やす

たやすい

便 り

頼 り

たらい回し

垂らす

足り る

足 る

誰

戯れる

断 崖

断じて

る
る
る
る
だ
り
る
に
錬

動
動
動
動
”
名
“
副
名

ｇ
●

だます

たまつき

たまもの

だまる

たまわる

たむけ

た め

だ め

だめおし

ためす

ためる

一

たんてきだ

だんどり

たんなる

たんに

たんれん

×賜・賜物。苦心のたまもの

手向けの言葉

×為。雨が降ったため中止と
なった

I

名
名
動
動
動
動
励
形
名
名
名
動
動
動
代
動
名
名

い
な
い

さ
さ
、

、
、
力

も
し
ち
ち
ち

小さい

小さな

誓 い

近 い

違 い

誓 、う

違 う

違える

近 <

地 殻

近 々

近づく

近 ． 道

近寄る

力

形
錘
名
形
名
動
動
動
副
名
副
動
名
動
名

④

角を矯めて牛を殺す

×溜める。水をためる，金を
ためる

たもつ

たやす

たやすい

たより

ちがい

ちかう

ちがう

ちがえる

×容易い

風の便り，花便り

頼りにならない

×盟回し

よだれを垂らす

服を違える，見通しを違えて
しまった

近く上京します

しわ
す
る
る
れ
る
い
て

鋤
が
じ

まい
ら
り

わ
ん
．
ん

らた
た
た
た
だ
・
た
だ
だ

ｆ

ちかく

ちかぢか

ちかづく

ちかみち

ちかよる

ちから

近々結婚する
努力が足らない

断崖絶壁

断じて勝つ
､
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’ (ちか） (ちよ，つい）

てんな

心

ちな
文
日
注

含

す
て
日
解

生
打

報
刊
踏

一
次
知
々
蹄

逐
逐
口
遅

名
副
副
名
名
励
動
名
名
動
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

．見出し

ちょうじり

ちようする

用字・送り仮名用字・送り仮名

力添え

契 り

逐 一

逐 次

稚 児

知しつ

遅々として

縮 む

縮れる

ちなみに

ちなむ

乳飲み子

血 眼

血迷う

綴 密

着払い

茶摘み

治 癒

注

宙返り

抽 選

ちゅうちょ

駐屯地

帳消し

徴収済額

潮 笑

見出し

ちからぞえ

ちぎり

ちくいち

ち く じ

ち ご

ちしつ

ちちとして

ちぢむ

ちぢれる

ちなみに

ちなむ

ちのみご

ちまなこ

ちまよう

ちみつ

ちゃ<ばらい

ちゃつ・み

ち ゆ

ちゅ う

ちゅうがえり

ちゅうせん ・

ちゅうちょ

ちゅうとんち

ちようけし

ちょうしゅうずみ
がく

ちようしょう

考

’ 1 帳 尻

徴する

弔す．る

頂 蔵

ちょうど

挑 発

貼 付

眺 望

ちょっと

散らかる

散り散りに

ちり取り

ちりばめる

賃上げ

賃貸し

賃借り

名
動
動
名
副
名
名
名
副
動
副
名
動
名
名
名

意見を徴する

衷心より弔する

頂戴物，頂戴する

×丁度

ちょうだい

ちょうど

ちようはつ

ちょうふ

ちようぽう

ちょっと

ちらかる

ちりぢりに

ちりとり

ちりばめる

ちんあげ

ちんがし

ちんがり

I

１
１

｢貼付」は「てんぷ」とも。

×一寸

×塵取り

×鎮める｡宝石をちりばめる
Ｉ

ついえる

え
唾
間
に１

０
．

く

費
つ
椎
追
追
追
追
一
》

動
動
名
名
名
名
．
名
名

てい

る
る
板
及
求
究
行
日
つ

空しく時が費える

×潰える。夢がついえる

ついかんばん

ついきゅう ． 責任の追及

利潤の追求

真理の追究 、

訴訟の追行

□

※これについて考慮する

ついこう

ついたち

ついて

名 ｜潮笑する

I
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W1
e L

I

１
０
Ⅱ
９
１
０
１
．
■
■
■
■
Ｔ
ｒ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
Ｄ
Ｂ
■
Ｈ
９
４
Ｉ
Ｄ
ｏ
０
０
９
』
Ｄ
巳
Ｊ
９
Ｂ
ｑ
Ｉ
０
ｑ
１
■
Ｉ
ｂ

(つい）
(つき）

見出し

ついで

用字・送り仮名 備 考

×序。ついでがあったら行く

式に次いで宴会を行う

×序に。ついでに仕事も頼む

×就いては ‐

×遂に

見出し 用字・送り仮名 備

鋭い突き

運の尽き

次の人，次の日

考

名
副
副
癖
副
動
名
動
動
名
動
動
動
動
動
動
動
動
動
動
動
動
塞
鐸

ついで

次いで

ついでに

ついては

ついに

費やす

通行止め

通じる

使いこなす

使い込み

使い′込む

使い果たす

使 う

遣 う

仕える

つかえる

つかさどる

尽かす

捕まえる

つかみ合う

疲れる

遣わす

…つき

…付き

…（に）つき

〔条件〕付〔採用〕

突 き

尽 き

次

付き合う

突き当たり

月後れ・月遅れ

突き落とす

月 掛

月掛貯金

つぎ込む
己/、

突き刺す

付添い ．

付添人

付き添う

次 々

突き付ける

突き詰める

突き出る

突き飛ばす

突き止める

月半ば

月並み

次 に

次のとおり

月初め．

月 払

継．ぎ目

名
名
名
動
名
名
動
名
名
動
動
名
名
動
副
動
動
動
動
動
名
名
副

ついでに

ついては

ついに

ついやす

つうこうどめ

つうじる

つかいこなす

つかいこみ

つかいこむ

つかいはたす

つかう

つかえる

んき

よ
ん
・
り

ぎ
う
り
れ
す
け
ち
む
す
い
に
う
ぎ
る
る
る
す
る
ば
み
に
お
め
い
め

識
縦
洲
謎
評
辨
能
筆
綴
鯏
繊
細
評
鋤
諏
鐸
鋤
鋤
帥
ぎ
の
は
ば
ぎ

、

と
じ
ら

ぎ
き
き

つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ

。

◎・

×注ぎ込む

。
◎重油を使う

気を通う

親に仕える

×支える・闘える。仕事がつ
かえる，下水がつかえる

×司る・雄る。文書事務をつ
かさどる

愛想を尽かす

×捉える．掴える。犯人を捕
まえる

×掴み合う

る
す
る
う
．
る
す
き

龍
倣
詫
麺
れ
わ

か
か
か
か
か

つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ 顔つき， 目つき，体つき

折り紙付き，尾頭付き

昨日の件につき， 1個につ
lOO円

◎

※主張は次のとおりである

名
名
名
◎
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(つけ）(つき）

用字・送り仮名 備 考

仕事に手を着ける

役に就ける

野菜を漬ける

見出し考備用字･送り仮名し

る
く

出見
一
毒
つ

動
動
動
動

着ける

就ける

漬ける

告げる

〔印象〕づける

都 合

つじつま

伝える

拙 い

培 う

つつがなく

続 き

続き物

続 <

謹 む

慎 む

包み紙

包 む

つづり

つづる

都 度

集 う

務 め

勤 め

勤め先

努めて

動
動
動
動
動
動
動
動
動
動
動
名
名
動

尽きる

突． 〈

付 <

着 <

就 く

つ ぐ

次 ぐ

接 ぐ

継 ぐ

尽くす

償 う

作り話

作り笑い

作 る

棒で突く，底を突く

利息が付く，気が付く

手紙が着く，席に若く

職に就く，緒に就く

×注ぐ。酒をつぐ

事件力湘次ぐ，取り次ぐ・

木を接ぐ，骨を接ぐ

跡を継ぐ，布を継ぐ

l
I

l つげる

づける

つごう

つじつま

つたえる

つたない

つちかう

つつがなく

つづき

つづきもの

つづく

つつしむ

位置づける，基礎づける，
理由づける． (義務付ける）

つ ぐ
名
名
動
形
動
形
名
名
動
動
動
名
動
名
動
名
動
・
名
名
名
副

×辻棲，話のつじつまが合
わない

拙い文章
つくす

つぐなう

つくりぱなし

つくりわらい

つく る

×惹無く

規則を作る，米を作る
詩を作る（小規模･無形なも
のをつくる）

船を造る，酒を造る
庭園を造る（大規模･有形な
ものをつ･くる）

･

謹んで祝意を表する

言葉を慎む
動造 る

み
む
り
る
ど
う
め

が

み
つ
づ
づ
ど
と

つ

つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ

新しい文化を創（作）る
画期的な商品を創（作）る
(新しく ・初めてつくる）

●

動

つくろう

づ け

つげぐち

つけくわえる

つけとどけ

つけもの

つける

動
癖
窪
名
動
名
名
動

×綴。単語のつづり

×綴る。文書をつづる位置づけ，基礎づけ,理由
づけ

7月23日付け，義務付け
の訴え

公務員の務め

永年勤めた人

つとめさき

つとめて

◎

×附ける。条件を付ける,賞
を付ける

111110
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(つみ）(つと）

見出し．

つみだしち

つみだす

つみたて

用字・送り仮名 備一 考備 考用字・送り仮名見出し

つとめにん

つとめる

積出地

積み出す

積立て

積立〔金〕

積み立てる

罪作り

積付け

積 荷

積み残し

積 む

摘 、む

詰 む

紡 ぐ

爪

〔本省〕詰

詰め替える

詰め掛ける

詰め込む

詰 所

詰め将棋

冷たい

詰める

積もり

積もる

梅 雨

露

梅雨明け

名
動
名
名
動
名
名
名
名
動
動
動
動
名
名
動
動
動
名
名
形
動
名
動
名
名
名

◎
名
動
動
動
動
動
副
副
動
名
副
動
名
動
名
動
蜘
副
・
動
名
名
名
名
動
〃
名
動
名

勤め人

努める

務める

勤める

つながる

つなぐ

常 々

常 に

募 る

唾

つぶさに

潰 す

粒ぞろい

つぶやく

爪 先

つまずく

つまびらか

つま り

詰まる

積み上げ

積卸し

積卸施設

積替え

積み替える

積込み

積み込む

積．出し

解決に努める

議長を務める

会社に勤める

×繋る。電話がつながる

×繋ぐ。手をつなぐ

。
◎

つみたてる

つみつくり

つみつけ

つみに

つみのこし

つ む

つせし

る
ぐ
ね
に
る
ば
に
す
い
く
き
く
か
り
る
げ
し
し
え
る
み
む
し

鍵
ぶ
脇
鉾
塞
鰔
捌
ま
ま
稚
錘
》
鋤
稚
症
莚
詫

癖
な
い
ね
の

つ
つ
・
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
・
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ

。
◎

荷物を積む

芽を摘む

理論を詰む

｢唾」は， 「つばき」とも。

×具に・備に

暇を演す

×粒揃い

×眩く

爪先立つ

×顔く。石につまずく

×詳らか・審らか

ぎ

ぐ
め
め
る
る
む
よ
う
い
る
り
る
ゆ

轆
榊
唾
恥
雌
雄
め
も
も

む
つ
つ
づ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ

生爪

◎
ノ

。
◎
◎ 心積もり，その積もりだ

□◎

つゆあけ◎
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(つゆ，てあ） (てあ）

用字・送り仮名し出
副
い
る
い
る
く
る
り
い
う
れ
ん
り
り
る
れ
う

見
”
よ
鋤
ら
な
い
ね
ぁ
あ
が
せ
ば
ぽ
そ

ら
ら
ら
り
り
り
り
り
り

れ

つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ
つ

考 見出し 用字・送り仮名

露払い

強 い

強める

つらい

連なる

買 <

連ねる

釣 り

釣合い

釣り合う

釣 鐘

釣 銭

釣 針

釣 堀

釣 る

連 れ

連れ添・う

名
形
動
形
動
動
動
名
名
動
名
名
名
名
動
名
動

手荒い

出歩く

手合わせ

諦 観

偵 察

提 示

亭 主

提 出

抵 触

ていする

呈する

丁 寧

定 年

停 泊

出入り

出入口

手入れ

手負い

手後れ・手遅れ

手落ち

手掛かり・手懸かり

手書き

出掛ける

出稼ぎ

手堅い

手軽だ

出 来

であるく

てあわせ

ていかん

ていさっ

ていじ

ていしゆ

ていしゆっ

ていしよく

ていする

×辛い

◎

。
◎
。
◎

ていねい

ていれん

ていはく

でいり

でいりぐち

ていれ

ておい

ておくれ

ておち

てがかり

てがき

でかける

でかせぎ

てがたい

てがるだ

で き

連れ子

てあい

であいがしら

であう

てあたりしだい

てあつい

てあて

手合い

出会い頭

出会う

手当たり次第

手厚い

手 当

手当て

手洗い

名
名
動
副
形
名
名
名

目につくものは手当たり次第

◎手当を支給する

く動＞傷の手当てをする

てあらい
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(てき） (てつ）

考用字・送り仮名

出来合い

出来上がり

適 宜

出来心

出来事

溺 死

適する

敵する

出来損ない

出来高払

手厳しい

できる

手切れ

手 際

てこずる

手応え

凸 凹

手探り

手提げ

出過．ぎ

出そろう

手助け

でたらめ

手違い

手近だ

手付け

見出し

できあい

できあがり

てきぎ

できどころ

できごと

できし

てきする

見出し

てつけきん

てつする

用字・送り仮名 備 考

◎

骨身に徹する，夜を徹して

障害物を撤する

□

◎

名
名
副
名
名
名
動
動
名
名
形

手付金

徹する

撤する

手伝う

手 続

手取り

手直し

出直し

手並み

手習い

手抜かり

手 配

手はず

手．放す

手控え

手 引

手引書

手広い

手振り

手ほどき

手間取る

手回し

手回品

出回る

手向かう

出迎え

出向く

名
動
動
動
名
名
名
名
名
名
名
名
名
動
名
名
名
形
名
名
動
名
名
動
動
名
動

てつだう

てつづき

てどり

てなおし

でなおし

てなみ

てならい

てぬかり

てはい

てはず

てばなす

てびかえ

てびき

てびきしょ

てびろい

てぶり

てほどき

てまどる

てまわし

てまわりひん

でまわる

てむかう

でむかえ

でむく

溺死する，溺死体

年齢に適する運動

敵するものなし

できそこない

できだかばらい

てきびしい

できる

てぎれ

てぎわ

てこずる

てごたえ

でこぽこ

てさぐり

てさげ

ですぎ

でそろう

てだすけ

でたらめ

てちがい
ー

てぢかだ

てつけ

◎

×出来る。※誰でも利用が
できる，できるだけ

手切れ金 ×手筈
名
名
動
名
名
名
名
名
動
名
名
名
形
名

×手子摺る，挺子摺る

手応えがない

□ ．

。
◎

手提げ金庫

×手解き

×出揃う。資料が出そろう

◎×出鱈目

116
117

､

~



(ても， とあ） (とい）

名仮

す

鋤
ち
品
元
り
帥
す
る
る
け
し
化
嫁
道
導
動
き
付
付
補

字
持
持
盛
し
ｂ

分
渡ら
引

用
手
手
手
手
照
明
照
出
手
手
転
転
伝
伝
伝
天
添
転
天
填

し

す

出
ち
ん
と
り
わ
す
る
る
け
し
か

ひ
あ

わ
桂
ん

見
も
袖
も
も
し
ら
ら

て
て
て
て
て
て
て
で
て
て
て

考 見出し

といただす

といつめる

と う

用字・送り仮名 備
一

×問い質す

考

名
名
名
動
動
動
動
動
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

問いただす

問い詰める

等

問 う

胴上げ

倒 壊

当 該

統 括

統 轄

瞳 孔

搭 職

登 戟

洞 察

父さん

搭 乗

灯台守

到 底

貴 い

尊 い

とうとう

唐 突

資 ぷ

尊 ぷ

頭 取

十重二十重

遠 い

動
動
霊
動
名
名
率
名
名
名
名
名
名
名
名
名
副
形
形
副
名
動
動
名
名
形

０

◎,

×手許 飲む，歌う等の行為

一
つ
や
つ
》
つ
ゃ
つ

ど
と
と
と

げ
い
い
つ

あ
か
が
か

。×倒演

当該事件

(総合調整しつつ，指揮監督
する,国家行政組織法21．
専門用語として使用する）

》
つ
い

こ
式
』

》
つ
や
つ

ど
と

転化糖

責任の転嫁

宗教の伝道

伝導体

伝動装置

給料天引き

地図を添付する

転付命令

天賦人権説

無線機を搭載する

論文を登戦する
でんどう

どうさつ ．

とうさん

とうじよう

とうだいもり

とうてい

jうとい(たつと

□

てんびき

てんぷ
◎

貴い体験（

尊い犠牲を払う

とうとう成功した

てんぽ

とうとう

とうとつ

とうとぶ（たっと
ぶ）

}

時間を貴ぶどあい

と い

度合い

間

問 い

問い合わす

問合せ

名
名
名
動
名

◎＜表記＞

問いに答える

神仏を尊ぶ

。

□

とうどり

とえはたえ

とおい

ウ

といあわす ．

といあわせ 、

I

！。‘
’
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(とけ）(とお）

見出し

とけい

とける

用字・送り仮名 備 考

□

砂糖が水に溶ける,地域社会
に溶け込む

ひもが解ける，疑い力癖ける

目的を遂げる

×何処・何所

×処。遠い所

※現在のところ差し支えない

×所が

見出し

とおざける

とおす

とおり

用字・送り仮名 備 考

時 計

溶ける

解ける

遂げる

ど こ

所 ．．

ところ

ところが

所書き

ところで

閉ざす

土砂崩れ

土砂降り

土 壌

年寄り

と じる

閉じる

とたんに

土壇場

嫁． くﾞ

突 然

凸

とても

届 <

届 け

〔欠席〕届

名遠ざける

通 す

通 り

とおり

通り掛かり

通り抜け

通 る

とかく

とがめる

時

と き

説き起こす

時 折

解き方

時 々

説き伏せる

ときめく

時め<

読 経

説 <

溶 <

解 <

研 ぐ

特 に

匿1 名 ．

解け合う．溶け合う

動
動
名

動
動
動
代
名
名
識
名
．
職
名
名
名
名
名
動
動
副
名
動
副

Ｄ

銀座通り

※次のとおりである とげる

ど こ

ところ

とおりがかり

とおりぬけ

とおる

とか く

とがめる

と き

名
名
動
副
動
名

×兎角。とかく失敗しがちだ

×答める

時の記念日

ところが

ところがき

ところで

とざ．す

どしゃくずれ

どしゃぶり

どじょう

としより

とじる

×所で
※事故のときは連絡する
(｢場合」という語と同じ
ような意味を表す場合）

ときおこす

ときおり

ときかた

ときどき

ときふせる

ときめく

動
名
名
副
動
動
動
名
動
動
動
動
副
名
動

×綴じる。紙をとじる

門を閉じる

×途端に

胸がときめく

今を時めく人気者

□－

人の道を説く

絵の具を溶く

結び目を解く,、問題を解く

刀を研く．

とたんに

どたんば

とつぐ

とつぜん

と つ

とても

とどく

とどけ

どきょう

と く

一一、

凸レンズ

とても信じられない副
動
名
名

と ぐ

と く に

とくめい

とけあう

届けを忘れる，届け先
b

◎気持ちが解け合う
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｜
’

(とと） (とひ）

見出し

とどけずみ

とどけで

とどけでずみ

とどけでる

とどこおり

とどこおる

ととのう ．

用字・送り仮名 備 考 見出し

とびのる

とびはねる

とびひ

とびまわる

とびら

と ぷ

用字・送り仮名 傭 考

届け済み

届 出

届出済み

届け出る

滞 り

滞 る

整 う

鯛 う

整える

調える

とどまる

とどめ

とどめる

唱える

隣
ノ

隣り合う

隣 村

・ ・殿

ど の

殿

賭 博

飛び交う

飛び込む

飛び出す

飛び立つ

飛び地

名
名
名
動
名
動
動
動
動
動
動
名
動
動
・
名
動
名
名
跡
名
名
動
勤
動
動
名

飛び乗る

飛び跳ねる

飛ぴ火

飛び回る

扉

飛 ぷ

跳 ぷ

乏しい

戸惑い

止まり

泊ま り

留まり

止まる

泊まる

留まる

富

富 む

弔 い

止 め

留 《／め

留め置き

留置電報

留め置く

止める

泊める

留める

共

動
動
名
動
名
動
動
形
名
名
名
名
動
動
動
名
動
名
名
名
名
名
動
動
動
動
名

◎

滞りなく終了した

事務が滞る

準備が整う

家具が調う，協議が調う

隊列を整える，鯛子を整える

晴れ蒲を調える,費用を調える

×止まる．留まる。現職にと
どまる，感慨諸にとどまる

×止め。とどめを刺す．

×止める．留める。記録にと
どめる

×称える。新学説を唱える

鳥が空を飛ぶ， うわさが飛ぶ

溝を跳ぶ,.かえるが跳ぶ

とぼしい

とまどい

とま り

ととのえる

止まり木

泊まり客

歩留まり

電車が止まる，水道が止まる

宿屋に泊まる ・

目に留まる，心に留まる

とどまる

とどめ

とどめる

となえる

と. なり

となりあう

となりむら

と の

ど の

とまる

と み

と む

とむらい

と め

弔い合戦

通行止め

局留め

殿方，殿様

×何の。どの本

○○殿
とめおき

とめおきでんぽう

とめおく

とめる

とばく

とびかう

とびこむ

とびだす

とびたつ

とびち

◎

息を止める

友人を家に泊める

ボタンを留める

共倒れ,共稼ぎと も
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